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今に至るまでの道のりも聞きました！

第２回社会還元表彰受賞者の
帰国後の活躍に学ぶ



　
ベ
ナ
ン
の
経
済
首
都
コ
ト
ヌ
ー
近
郊
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
配

属
さ
れ
、
孤
児
院
を
巡
回
し
、
生
活
環
境
・
栄
養
の
改
善
や
、

子
ど
も
へ
の
衛
生
教
育
、
遊
び
を
通
し
た
学
び
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
巡
回
先
の
一
つ
、
セ
ン
ト
・
マ
リ
ー
・
ト
リ

ベ
孤
児
院
は
、
ほ
と
ん
ど
の
資
金
を
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
て
、
３
歳
か
ら
18
歳
ま
で
約
20
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
積

み
重
ね
、
ト
タ
ン
屋
根
を
か
ぶ
せ
た
造
り
で
、
セ
メ
ン
ト
な
ど

で
固
め
ら
れ
て
い
な
い
壁
は
隙
間
や
穴
だ
ら
け
で
雨
が
吹
き
込

み
、
補
修
が
必
要
な
状
態
で
し
た
。
私
が
現
地
業
務
費
を
使
っ

て
壁
を
修
繕
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
約
１
カ
月
後
に
暴
風
雨
が

あ
り
外
の
塀
は
崩
壊
し
た
も
の
の
、
住
ん
で
い
る
建
物
は
無
事

で
、
修
繕
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
に
、
自
分
た
ち
が
住
む
建
物
に
愛
情

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
他
隊
員
の
協
力
を
得
て
、
壁
に
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
情
操
教
育
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
作
業
を
通
じ
て
自
由
に
表
現
す
る

面
白
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
。
ペ
ン
キ
を

混
ぜ
て
色
を
作
る
こ
と
か
ら
始
め
、
絵
の
描
け
な
い
年
下
の
子

に
は
手
形
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
み
ん
な
ペ
ン
キ
ま
み
れ

に
な
っ
て
作
業
を
楽
し
み
、
自
分
が
描
い
た
と
こ
ろ
を
指
さ
し

て
誇
ら
し
げ
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
孤
児
院
の
中
に
は
、
寄
付
さ
れ
た
家
具
が
食
堂
や
寝

室
に
山
積
み
に
な
っ
て
い
て
、
部
屋
が
使
え
な
い
こ
と
が
気
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
家
具
を
整
理
し
配
置
し
直
し
ま
し
た
。
以

前
は
子
ど
も
た
ち
が
室
内
に
砂
を
ま
い
た
り
、
自
転
車
を
走
ら

せ
た
り
す
る
な
ど
屋
外
と
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
行
動
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
く
な
り
、
落
ち
着
い
て
食
事
し

た
り
寝
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
他
隊
員
が
活
動
す
る
孤
児
院
で
も
行
っ

て
い
て
、
ベ
ナ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
を
整
え
、
豊
か

な
心
を
育
む
こ
と
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

孤児院を修繕して子どもたちがペインティング
愛着を持って心地よく暮らせる住まいに
大
お お か わ  ら  

河原花
 はな こ 

子さん（ベナン／青少年活動／ 2019年度2次隊、2022年度7次隊・東京都出身）
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世世界界のの学学校校

子どもたちに
伝えたいSDGs

▲ 手にペンキをつけ壁に手形をつける子ども
たちとデザインを担当した隊員。年上の子ども
は文字を書くなど細かい作業も行った

▶ 壁のペインティングは、デザインが得意な隊
員がいくつかアイデアを考え、孤児院の子ども
たちと一緒に選んだ。後列右端が大河原さん
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 「JICA海外協力隊」には「青年海外協力隊」「海外協力隊」
 「シニア海外協力隊」「日系社会青年海外協力隊」「日系社
会海外協力隊」「日系社会シニア海外協力隊」があります。

国際協子さん（ケニア／環境教育／2019年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

  JICA海外協力隊の隊員（経験者を含む）については、次の
ように表記しています。

【凡例】

表紙によせて
政府が珠算教育を推進しているトンガで、小学校を巡回
して教員の指導力向上のための支援を行っています。写
真は、現地語学研修でホームステイしたお宅の子どもや
近所の友達との一枚。ステイ中、子どもたちとの遊びを
通じてトンガ語がかなり上達しました。今も巡回先で会
うと名前を呼んでもらえたりするので、嬉しく思います。
瀬下弘基さん（トンガ／珠算／2023年度3次隊・群馬
県出身）

 2 子どもたちに伝えたいSDGs −世界の学校

 3 ■Contents　■索引　

 4 社会還元を応援する新しい取り組み

 14  派遣国の横顔  ボツワナ
  ～知っていますか？派遣地域の歴史とこれから

 21 いま、読みたい電子書籍

 22 専門家に聞きました！

    失敗に学ぶ   ～現地で役立つ人間関係のコツ

 24 この職種の先輩隊員に注目！ ～現場で見つけた仕事図鑑

 26 ひきつけるアイデアを共有
  みんなの教材づくり＆アクティビティ　　
　
 28 先輩隊員のシューカツ記
 30 派遣から始まる未来
  進学、非営利団体入職や起業の道を選んだ先輩隊員

 32 JICA海外協力隊派遣現況　

 33 INFORMATION  ～JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ～

 34 あの日、地球の、あの場所で。

 35 隊員めし  任地の食生活に彩りを！

 36 公開！ 私の派遣国生活

■国別索引 掲載ページ
エジプト　 24
エチオピア　 7
カンボジア　 8
ケニア　 4、5
ザンビア　 5、36
ジャマイカ　 30
セネガル　 23、34
チュニジア　 30
トンガ　 1
パラグアイ　 21
バングラデシュ　 9
フィジー　 4
フィリピン　 5
ブータン　 4、15
ブルキナファソ　 10、23、24
ベナン　 2
ベリーズ　 26、35
ボツワナ　 16、17、18、19
マラウイ　 5、11
マレーシア　 5
モンゴル　 28
ヨルダン　 5
ラオス　 5
ルワンダ　 5、12

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道　 36
群馬県　 1
埼玉県　 10
千葉県　 11
東京都　 2、16、19、30、35
新潟県　 34
神奈川県　 24
静岡県　 12、24
岐阜県　 9
大阪府　 　18、23、28
和歌山県　 26
広島県　 17
福岡県　 8、15、21
鹿児島県　 7
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         帰国後の活躍に学ぶ

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発　 5、9、19、34
村落開発普及員　 5、16、23、34
コンピュータ技術　 4、17
電話交換機　 15
野菜栽培　 5、36
マーケティング　 4
青少年活動　 2、8
環境教育　 　10、18、26
音楽　 　5、30
珠算　 1
理科教育　 12
体育　 7、28
小学校教育　 35
幼児教育　 　24
デザイン 5
家政 　21
看護師　 11
病院運営管理　 4
障害児・者支援　 5
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▼ 詳しい情報はコチラ！
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/
career_support/scholarship/

陸前高田市の高齢者の方 に々向けて活動する赤田慎太郎さん

2024年4月に始まった起業伴走プログラムでは25人の参加者が切磋琢磨し、自ら
の起業プランを練った

　
帰
国
後
の
隊
員
に
よ
る
社
会
還
元
に
資

す
る
活
動
を
た
た
え
、
広
く
紹
介
す
る
取

り
組
み
と
し
て
『
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

帰
国
隊
員
社
会
還
元
表
彰
』
が
行
わ
れ
、

第
２
回
受
賞
者
が
決
定
し
た
。

　
昨
年
に
実
施
さ
れ
た
第
１
回
で
は
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
低
コ
ス
ト
の
義
足
製
造

を
手
が
け
る
德
島 

泰
さ
ん
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
／

デ
ザ
イ
ン
）が
大
賞
に
輝
い
た
。
そ
の
ほ
か
、

ラ
オ
ス
の
伝
統
的
織
物
を
用
い
た
ア
パ
レ

ル
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
た
加
藤
菜
穂
さ

ん（
ラ
オ
ス
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）、
ル
ワ
ン

ダ
で
起
業
し
て
循
環
型
農
業
な
ど
に
取
り

組
む
木
下
一
穂
さ
ん（
ル
ワ
ン
ダ
／
野
菜
栽

培
）、
大
分
県
で
誰
も
が
集
え
る
居
場
所

づ
く
り
の
た
め
活
動
す
る
奥 

結
香
さ
ん

（
マ
レ
ー
シ
ア
／
障
害
児
・
者
支
援
）、
国
際
機

関
に
進
ん
で
ア
フ
リ
カ
で
活
躍
中
の
砂
原

遵
平
さ
ん
（
マ
ラ
ウ
イ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）、

実
家
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
農
園
を
継
い
で

循
環
型
農
業
と
地
域
活
性
に
取
り
組
む
平

野
耕
志
さ
ん（
ザ
ン
ビ
ア
／
村
落
開
発
普
及
員
）、

日
本
国
内
で
暮
ら
す
外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ

る
児
童
・
保
護
者
の
支
援
に
向
け
た
活
動

で
牧
ち
さ
と
さ
ん
（
ケ
ニ
ア
／
障
害
児
・
者
支

援
）、
現
職
復
帰
し
た
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
で

海
外
へ
の
音
楽
教
育
普
及
事
業
に
携
わ
る

日
比
野
と
も
み
さ
ん（
ヨ
ル
ダ
ン
／
音
楽
）が

各
種
の
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
て
い
る
。

　
今
年
の
第
２
回
受
賞
者
は
、
続
く
特
集

で
紹
介
し
て
い
く
。

Ｏ
Ｖ
に
よ
る
社
会
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
伝
え
る

J
I
C
A
海
外
協
力
隊 

帰
国
隊
員
社
会
還
元
表
彰

社会還元促進費
OV会や協力隊を育てる会などの団体がボ
ランティア経験の社会還元を促進するため
に、OVと共に行う活動の経費を支援する
制度である。
対象となる活動はOVとの協働を条件に、
❶地域住民が広く参画して行われる国際協
力理解促進のための各種イベント
❷活動地域における多文化共生推進
❸地方創生や地域活性化に資する活動およ
び地域ネットワーク形成に資する活動
❹協力隊の参加促進に資する活動
❺自然災害発生時の復旧・復興活動
❻上記の❶～❺に関連するスキルアップセ
ミナー・勉強会の実施
❼協力隊員の国内での社会還元に関する活
動報告を主目的とする機関紙などの作成
が設定されている。
社会還元促進費の1団体に対する上限額は
1年度あたり50万円、活動実施経費の80％
以内である。申請に際しては団体登録、年間
計画策定、活動別申請書などが必要となる
ため、相談は管轄の国内機関へ。

帰国隊員奨学金事業
帰国後 3 年以内で、協力隊参加により得た
知識・経験を社会へ還元し、世界の平和と安
定のための活動に従事することを目的に、国
内外の大学院への進学を志望またはすでに
進学している人に向けた奨学金給付事業であ
る。特別枠として、社会課題の解決に貢献す
る企業・団体を起業・運営している方（帰国
後10年以内）も募集している。
学歴条件のほか、これから進学する場合に
は進学開始までの期限などが設けられている
が、応募・選考の結果、奨学生として採用さ
れた場合には、入学金・授業料・渡航費・生活
費などの別なく、200万円の定額給付（返済
義務なし）が受けられる。
なお、奨学生には、JICA が指定する報告書
の提出や、モニタリング調査、体験記の HP 
掲載、SNS などでの発信、開発教育イベン
トなどへの協力が求められる。

帰
国
後
を
見
据
え
た
国
内
の
地
域
と
の
つ
な
が
り

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
協
力
隊
へ
の
派
遣
前
の
段
階
か
ら
、
社

会
還
元
に
向
け
て
取
り
組
め
る
機
会
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が『
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外

協
力
隊
グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
』だ
。
こ

れ
は
、
日
本
国
内
の
地
域
課
題
の
解
決
に

取
り
組
み
た
い
と
希
望
し
、
参
加
要
件
を

満
た
す
者
が
対
象
で
、
地
方
自
治
体
な
ど

が
実
施
す
る
地
方
創
生
や
多
文
化
共
生
の

事
業
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
し
て
参
加
で
き
る
と
い

う
内
容
だ
。

　
合
格
発
表
か
ら
派
遣
前
訓
練
の
開
始
ま

で
の
期
間
に
、
原
則
と
し
て
75
日
間
程
度

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
け
入
れ
自
治
体
は
秋

田
県
五
城
目
町
や
島
根
県
海
士
町
、
佐
賀

県
佐
賀
市
な
ど
、
14
の
道
と
県
の
23
地
域

で
、
24
年
８
月
時
点
で
延
べ
２
３
２
人
が

参
加
を
経
験
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
域

へ
出
国
前
に
挨
拶
に
戻
っ
た
り
、
派
遣
中

の
任
地
か
ら
地
域
に
向
け
て
活
動
を
報
告

す
る
隊
員
が
い
る
他
、
途
上
国
と
日
本
を

結
ぶ
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
る
事
例
も
多
数
あ
り
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
見
受
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
た

ち
か
ら
は
帰
国
後
の
地
域
へ
の
つ
な
が
り

に
向
け
た
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
陸
前
高
田
市
で
高
齢
者
へ
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
や
在
住
外
国
人
の

日
本
語
教
室
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
赤
田

慎
太
郎
さ
ん
（
フ
ィ
ジ
ー
／
病
院
運
営
管
理
／

２
０
２
３
年
度
３
次
隊
）
は
、「
ニ
ー
ズ
を
収

集
し
て
計
画
を
作
成
し
実
践
、
そ
の
反
省

点
を
踏
ま
え
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
移
す
と

い
う
一
連
の
流
れ
を
経
験
で
き
た
」
と
派

遣
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
意
義
を
振
り

返
り
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
や
巡
り
合

い
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。（
フ
ィ
ジ
ー
に

派
遣
さ
れ
る
た
め
）
陸
前
高
田
か
ら
は
離

れ
る
が
、
今
後
も
つ
な
が
り
続
け
た
い
」

と
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
習
地
域
に
関
わ
ら
な

く
て
も
、
帰
国
し
た
ら
日
本
の
課
題
解
決

に
取
り
組
み
た
い
と
目
覚
め
る
人
も
い
る
。

北
関
東
出
身
で
、
海
士
町
で
地
元
産
の
米

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
岩
井

厚
樹
さ
ん
（
ブ
ー
タ
ン
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

／
２
０
２
３
年
度
３
次
隊
）
は
「
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
町
も
廃
れ
て
い
る
状
態
で
そ
れ

を
見
過
ご
す
わ
け
に
い
か
な
い
と
い
う
思

い
が
生
ま
れ
た
。
帰
国
し
た
ら
自
分
の
地

元
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

展
望
を
語
っ
た
。

協
力
隊
を
応
援
す
る
新
制
度

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
応
援
基
金

　
派
遣
中
か
ら
帰
国
後
に
至
る
ま
で
の
活

動
を
含
め
た
協
力
隊
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
資
金
面
か
ら
支
え
る
目
的
で
、

こ
の
ほ
ど
新
た
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
『
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
応
援
基
金
』。

　
広
く
一
般
市
民
か
ら
寄
附
金
を
募
り
、

隊
員
が
行
う
各
種
の
取
り
組
み
を
応
援
す

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
協
力
隊
に

参
加
し
て
い
な
い
人
々
に
も
開
発
協
力
に

関
わ
っ
て
も
ら
い
、
事
業
に
対
す
る
一
層

の
理
解
を
促
す
こ
と
も
目
指
す
。

　
O
V
の
間
に
は
、
自
身
の
派
遣
国
で
活

動
す
る
現
役
隊
員
や
、
次
世
代
を
担
う
若

い
隊
員
た
ち
の
社
会
還
元
活
動
を
応
援
し

た
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
そ
う
し
た
要
望

も
受
け
止
め
な
が
ら
制
度
を
確
立
し
て
い

く
方
針
で
、
目
下
想
定
さ
れ
る
使
途
は
次

の
と
お
り
。

①
派
遣
中
隊
員
へ
の
活
動
支
援

・「
水
の
防
衛
隊
」「
算
数
学
び
隊
」「
森
と

海
の
保
全
隊
」
な
ど
派
遣
国
で
活
動
す

る
隊
員
が
必
要
と
す
る
物
品
や
輸
送
費
、

協
力
隊
員
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
遠

征
費
な
ど

②
帰
国
後
の
隊
員
経
験
者
へ
の
支
援

・
海
外
で
の
経
験
を
生
か
し
、
国
内
外
で

社
会
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
O
Ｖ
を
支

援
③
そ
の
他

・
Ｏ
Ｖ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
・
発
展
な
ど

　
O
V
の
起
業
に
よ
る
社
会
還
元
を
よ
り

直
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
試
み
が
、
今
年
３

月
に
始
動
し
た『
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
起

業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
』で
あ
る
。

協
力
隊
活
動
で
培
っ
た
知
見
を
ビ
ジ
ネ
ス

や
非
営
利
活
動
の
立
ち
上
げ
に
生
か
す
こ

と
で
国
内
外
の
地
域
課
題
・
社
会
課
題
に
取

り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
、
起
業
に

関
心
の
あ
る
Ｏ
Ｖ
な
ど
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
と
し
て
は
ケ
ニ
ア
で

食
品
加
工
販
売
会
社
ア
ル
フ
ァ
ジ
リ
を
設

立
し
た
薬
師
川
智
子
さ
ん（
ケ
ニ
ア
／
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
／
２
０
１
３
年
度
３
次
隊
）な
ど
多
く

の
経
営
者
や
起
業
経
験
者
が
名
を
連
ね
る
。

　
目
玉
と
な
る
支
援
策
の
一
つ
が「
起
業
伴

走
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
あ
る
。
こ
れ
は
募
集
選

考
を
経
て
選
抜
さ
れ
た
Ｏ
Ｖ
に
対
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
る
た
め
の
３
カ
月

間
の
集
中
講
座
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
。

各
分
野
の
専
門
家
た
ち
が
、
講
師
や
メ
ン

タ
ー
と
し
て
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

な
ど
の
伴
走
支
援
に
携
わ
る
。
３
月
の
選

考
を
経
て
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
計
25
人
が
参
加
し
、
自
ら
の
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
練
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
７
月
中
旬
ま
で
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ

Ａ 

Ｑ
Ｗ
S
に「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

ハ
ブ
」
と
し
て
Ｏ
Ｖ
が
誰
で
も
利
用
で
き

る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
他
、

現
役
隊
員
も
参
加
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
頻
繁
に
開
催
す
る
な
ど
、
起
業

支
援
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

帰
国
隊
員
の
起
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
試
み

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
起
業
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

奨学金の活用事例は→p.28へ

【JICA海外協力隊グローカルプログラム】

【JICA海外協力隊起業支援プロジェクトBLUE】

社会還元を応援する新しい新しい取り組み
協力隊員が途上国で培った経験を、より積極的に日本国内の社会課題などの解決へ
生かすことに注目が集まっている。ＪＩＣＡでも帰国後の社会還元をサポートする取り
組みを続 と々打ち出しているので、まとめて紹介したい。

https://www.jica.go.jp/
volunteer/glocal_program/

https://www.jica.go.jp/
activities/schemes/partner/
private/kifu/kyoryokutai.html

詳しい情報はコチラ！ 詳しい情報はコチラ！

そそのの他他支援制度

https://www.youtube.
com/watch?v=
OHZPFSIym9c

第1回受賞者動画は
コチラ！
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栗
くり

野
の

泰
たい

成
せい

さん
エチオピア／体育／２０１４年度
２次隊・鹿児島県出身
一般社団法人チョイふる
代表理事

今年で２回目を迎えた、「JICA海外協力隊 帰国隊員社会還元表彰」。「JICA海外協力

隊 起業支援プロジェクトBLUE」もスタートし、協力隊員の帰国後の社会還元にます

ます注目が集まっています。そこで本特集では、第２回JICA海外協力隊 帰国隊員社会

還元表彰受賞者に、取り組み内容や思い、取り組みを始めるに至った経緯を伺いました。

隊員時代から取り組みを考えていた方もいますし、今に至る道のりで大いに悩み、紆
う

余
よ

曲折された方もいます。現役隊員の皆さんは将来を考える参考にしてみては？
（写真は2024年6月7日に行われた表彰式。小柳さんはカンボジアからオンラインで登壇）　

２
０
１
８
年
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ

３
０
０
０
世
帯
以
上
の
足
立
区
在
住
の
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭
を
対
象

に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
無
料
食
材
配
達
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
と

い
っ
た
食
料
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
各
家

庭
と
つ
な
が
り
、
専
門
家
に
つ
な
げ
た
り
、

各
家
庭
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ

ラ
イ
ン
両
方
で
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
延
べ
１
０
０
０
人
以
上
の

子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
お
子
さ

ん
が
18
歳
を
迎
え
る
時
点
で
我
々
の
支
援
は

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
24
年
６
月
現
在
、

約
４
０
０
世
帯
の
ご
家
庭
と
つ
な
が
り
を
保

ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

 

「
一
般
社
団
法
人
チ
ョ
イ
ふ
る
」
が
解
決
し

た
い
の
は「
選
択
格
差
」で
す
。
既
存
の
支
援

制
度
は
あ
る
の
に
、
そ
の
情
報
を
得
て
選
択

で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
の
間
に
生
じ
る
格

差
が
、
子
ど
も
の
貧
困
問
題
の
解
決
を
難
し

く
す
る
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
考
え
る
に
至
っ
た
の
は
、
自
分
自
身

の
原
体
験
が
あ
り
ま
す
。
父
が
働
か
ず
借
金

を
し
て
、
暴
力
を
振
る
う
家
庭
で
育
ち
ま
し

た
。
大
学
進
学
時
も
新
聞
奨
学
金
制
度
を
知

っ
た
時
に
は
既
に
募
集
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま

し
た
。
私
は
教
育
ロ
ー
ン
と
貸
与
型
奨
学
金

を
利
用
し
ま
し
た
が
、
妹
は
専
門
学
校
に
通

う
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
協
力
隊
時
代
に
派
遣
さ
れ
た
エ

チ
オ
ピ
ア
で
、
手
足
を
切
断
さ
れ
物
乞
い
を

さ
せ
ら
れ
て
い
る「
レ
ン
タ
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
」

の
存
在
を
知
り
、
世
の
中
に
は
選
択
肢
さ
え

与
え
ら
れ
な
い
人
も
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
、
自
分
は
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
問
題
解

決
を
目
指
そ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
本
来
た
く
さ
ん

あ
る〝
は
ず
〟の
選
択
肢
を
、
少
し
で
も
身

近
に
す
る
こ
と
が
、社
会
的
使
命
だ
と
考
え
、

団
体
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
利
害
関
係
者
間

の
調
整
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
も
高
校

生
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
地
域
の
方
約

２
０
０
名
が
登
録
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
足
立
区
役
所
の
方
や
企
業
の
方
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
「
橋
渡
し
」
の
役

割
を
担
い
、
地
域
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
べ
き
か
、
日
々
悩
ん
で
い
ま
す
。

栗野さんの現在までの道のり
2014 年 10 月　協力隊に参加。現地で「レンタルチャイルド」
の存在を知り、衝撃を受ける。

2016 年９月　１カ月早い特別短縮が認められて帰国し、大
学院に進学。同時に友人と英語学習プログラムを提供する
塾経営に乗り出したが、裕福な家庭の子どもが集まることに
気づき、閉塾。その後、大学院を中退し、コンサルティング
会社の契約社員をしながら起業を模索。

2019 年 12 月頃  東京都で最も生活困窮家庭が多い足立区
でこども宅食を行うことを決め、翌 20 年 1月に一人で「足立
区こども宅食事務局」を立ち上げ、10 軒程度の家庭を回り、
食料配達を始める。

2020 年３月　コロナ禍の中、足立区の困窮世帯に弁当を
届けるプロジェクトに参加し、18 年から子ども食堂の活動を
していた柏倉美保子さん（現・チョイふる理事）と知り合い、
一緒に活動していくことになる。

2020 年夏　無料食材配達「あだち・わくわく便」をスタート。

2021年２月　一般社団法人チョイふる設立。代表理事に。

2021年11～12月　足立区竹の塚の子どもの居場所「あだち
キッズカフェ」の改装費用をクラウドファンディングで集める。

2024 年２月　足立区内の他２団体と協力し、それぞれの強
みを生かした無料 LINE 相談「Stand by Kids & Parents（通
称 SKIP）」をスタート。

無
料
食
材
配
達
と
居
場
所
・
情
報
提
供
で

東
京
都
足
立
区
で
子
ど
も
の
貧
困
問
題
と
対た
い
峙じ

アントレ
プレナー
シップ賞 今に至るまでの道のりも聞きました！

第２回社会還元表彰受賞者の
帰国後の活躍に学ぶ

特  集  

大 賞

特  

集

今に至るまでの道のりも聞きました！

第２回社会還元表彰受賞者の
帰国後の活躍に学ぶ

❶多くのボランティアが参加する食材配達。写真は食材の仕分け作業 
❷子どもたちでにぎわう「あだちキッズカフェ」。子どもは無料（❶Photo
＝ホシカワミナコ、❷写真提供＝栗野さん） ●❶

●❷

▲表彰式当日の映像はコチラ
Edit＆Text=ホシカワミナコ　Photo＝ホシカワミナコ（P6, 7, 10～13プロフィール）、阿部純一（本誌・P9プロフィール）　
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協
力
隊
時
代
に
任
地
の
幼
稚
園
教
員
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
性
や
教
材
不
足
を
感
じ

た
経
験
か
ら
、
２
０
１
６
年
に
夫
と
「
Ａ
Ｃ

Ｎ
Ｃ
認
定Tuk Tuk for Children

（
ト
ゥ

ク
ト
ゥ
ク
フ
ォ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
）」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
協
力
隊
時
代
の
任
地
で
も

あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ー
サ
ッ
ト
州
で
、

提
携
す
る
幼
稚
園
の
幼
稚
園
教
員
に
向
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
き
た
ほ
か
、

１
２
０
０
点
以
上
の
教
材
を
作
り
、
幼
稚
園

教
員
が
無
料
で
使
え
る
よ
う
、
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
N
Ｇ
Ｏ
登
録
団
体
名

　
私
の
地
元
・
岐
阜
県
瑞
浪
市
釜
戸
町
は
、

こ
の
20
年
間
で
人
口
が
１
２
３
１
人
も
減
り
、

現
在
約
２
３
５
０
人
、
２
０
２
０
年
の
空
き

家
は
１
１
７
軒
と
、
日
本
の
多
く
の
地
方
と

同
じ
よ
う
に
人
口
減
少
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
釜
戸
町
や
地
域
を
元
気
に
し
た
い

と
、
20
年
４
月
23
日（
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の

日
）
に
、
岐
阜
県
出
身
で
ビ
ー
ル
醸
造
家
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
と
称
さ
れ
る
丹に

羽わ 

智
さ
と
しさ

ん
と
、

多
治
見
市
で
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
勤
務
し
て

い
た
岡
部
青
洋
さ
ん
と
３
人
で
、
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
醸
造
所
「CA

M
A

D
O

 BREW
ERY

（
カ
マ
ド 

ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
）」を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
17
年
に
、
知
人
の
女
性
が
携
わ
っ
て

は
「Rerm

ork for Children

（
ル
モ
ッ

ク
フ
ォ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
）」
で
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
は
「TukTuk Charity

」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
教
材
の
中
身
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
に

合
わ
せ
た
遊
び
歌
や
政
府
推
奨
曲
の
音
源
を

１
２
０
曲
以
上
、幼
児
向
け
の
絵
本
は
18
種

類
、簡
単
に
で
き
る
工
作
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
、ア
イ
デ
ア
動
画
は
８
０
０
本
近
く
に
上

り
ま
す
。３
０
０
種
類
以
上
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
学
習
に
な
っ
た
際

に
も
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
は
、
私
た
ち
の
団
体
に
は
幼
児
教
育
の

い
た
震
災
復
興
活
動
の
一
環
で
、
宮
城
県
石

巻
市
で
育
て
た
ホ
ッ
プ
を
市
内
の
醸
造
所
で

ビ
ー
ル
に
し
て
売
る
と
い
う
取
り
組
み
を
知

り
、
私
自
身
ビ
ー
ル
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
興
味
を
持
っ
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の

き
っ
か
け
で
し
た
。

　
19
年
か
ら
、
会
社
勤
め
と
兼
業
で
の
醸
造

所
設
立
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
が
、
丹
羽
さ

ん
が
退
職
・
起
業
を
決
め
た
こ
と
に
後
押
し

さ
れ
、
私
も
退
職
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決

意
。
設
立
資
金
は
自
治
体
か
ら
の
創
業
補
助

金
5
0
0
万
円
と
、
融
資
で
賄
い
ま
し
た
。

地
元
食
材
を
ビ
ー
ル
の
副
原
料
に
使
っ
た

り
、
美
濃
焼
や
景
勝
地
・
竜
吟
の
滝
な
ど
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は
い
ま
せ
ん
。
私
は
保
育

士
資
格
は
持
っ
て
い
ま
す
が
、
園
で
教
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。代
表
を
務
め
る
夫
も
、

も
と
も
と
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子

ど
も
に
関
わ
る
支
援
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
幼
児

教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
読
み
込
み
、
海
外

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
る
幼
児
教
育
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
協
力
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

保
育
現
場
を
見
て
も
ら
っ
て
、
現
地
で
幼
児

教
育
に
携
わ
る
方
な
ど
現
場
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ
、
か
つ

使
い
や
す
い
教
材
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
多
く
は
、
既
に
世
界
中
に
あ
る
幼
児
教
育

の
教
材
を
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
幼
稚
園
教
員
が

使
い
や
す
い
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で

す
。

　
将
来
的
に
は
活
動
を
地
元
の
人
た
ち
だ
け

で
持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
初
の
幼
児
向
け
教
育
番
組
を
制

作
し
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
公
開
す
る

予
定
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
保
護
者
が
家
庭
で

も
で
き
る
ア
イ
デ
ア
を
得
ら
れ
、
幼
稚
園
教

員
が
遊
び
を
通
し
た
学
び
の
参
考
に
で
き
、

ま
た
教
員
自
身
が
考
え
た
教
材
を
皆
に
共
有

で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
資
源
を
生
か
す
ビ
ー
ル
造
り
を
行
い
、

21
年
冬
に
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

ビ
ア
バ
ー
も
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
22
年

に
は
空
き
家
対
策
チ
ー
ム
も
で
き
て
、
１
年

間
で
６
組
13
人
の
移
住
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
並
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
単
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
造
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
を
P
R
し
、「
乾
杯
」
で
人

を
つ
な
ぎ
、
釜
戸
町
へ
の
交
流
・
関
係
人
口

や
移
住
者
を
増
や
す
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
空
き
家
を
活
用
し
た
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
本
格
稼
働
さ
せ
、
ビ
ー
ル
を
通
じ

た
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
人
口
減
少
を
解
決

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小柳さんの現在までの道のり
協力隊前　大学卒業後、オーストラリアで２年間日本
語教師のアシスタントを務め、帰国後、中学校の英語
教師を経て地元の国際交流協会に転職。そこで JICA
の国際協力推進員と知り合い、協力隊への応募を決
める。また派遣先で役に立つかもしれないと、保育士
の資格を取得。

2014年 7月～　派遣されたカンボジアでは、中学校
での運動会開催のほか、他団体が行っていた移動映
画館の立ち上げ・活動も手伝う。

2016年後半～17 年　オーストラリアで Tuk Tuk for 
Childrenを立ち上げたが、カンボジアで活動するに
は現地の団体と連携するか、自分たちがカンボジアで
団体を設立する必要があった。当初は前者を取り、連
携相手のNGOがサポートしていた公立幼稚園6校の
教員の指導と、移動図書館事業からスタート。

2018年　連携していたNGOがなくなったため、Rermork
for Children の団体名で登録し、活動を続ける。移動
図書館の絵本は小柳さんとカンボジア人スタッフでク
メール語に翻訳していたが、寄付された絵本は、カン
ボジアの文化に合わない内容のものも少なくなかったた
め、現地イラストレーターにも加わってもらい、自分たち
で絵本製作も始める。

東さんの現在までの道のり
2014年２月～16 年秋　バングラデシュでの隊
員時代、リスナーの健康や日本の魅力を伝える
ラジオ番組の制作に携わる。帰国後は、日本の
魅力を発信する映像を作りたいと、フィリピンへ
の語学留学を経て、２カ月間ニューヨークの映画
制作学校へ。

2017年 5月　宮城県石巻市で活動する NPO
の女性の取り組みを通じて、ビール造りに興味を
持つ。

2017年６月　釜戸町で地域に関わる仕事を探し
たのち、青年海外協力隊事務局の進路相談カウ
ンセラーからの紹介で、地方創成に関わる都内
の広告制作会社に入社。仕事をしながら、地元
でできることを模索。ビアジャーナリスト養成講
座にも通い始めて、クラフトビールでの町おこし
を考えるようになった。

2018年６月～　有志を募り、地元の東濃地方
でビールと地元食材のペアリングなどを考える飲
み会を定期的に開くようになる。また、当時山梨
県のビール醸造所で働いていた丹羽さんに会い、
将来、岐阜で醸造所を造りたいと伝え、協力を
仰いだところ、丹羽さんもこの会に参加してくれ
るようになった。

2019年　別の企業に転職し、まちづくりのため
の補助金申請の方法など、具体的なノウハウを
学びながら、酒蔵ツーリズム事業などを担当。

2020年４月23日　会社設立。すぐに革新的な
ビールが話題に。ファンや仲間が増えていき、ま
すます地元を盛り上げている。

2024年6月　「ビアワングランプリ 2024」で総
合優勝。

小
こ

柳
やなぎ

真
ま

裕
ゆ

さん
カンボジア／青少年活動／ 2014年度
１次隊・福岡県出身
ACNC認定Tuk Tuk for Children理事
Rermork for Children アドバイザー

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
幼
児
教
育
の
た
め
、
教
育
者
の

指
導
や
誰
も
が
使
え
る
フ
リ
ー
教
材
を
提
供

アントレ
プレナー
シップ賞

東
あずま

 恵
え

理
り

子
こ

さん
バングラデシュ／コミュニティ開発
／２０１３年度３次隊・岐阜県出身
株式会社東美濃ビアワークス　
代表取締役

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸
造
・
販
売
を
通
じ
て

地
域
の
P
R
移
住
促
進
。
地
元
を
諦
め
な
い
！

地域
活性化賞

❶幼稚園教員へ行うワークショップ ❷小柳さんたちが作った教材を
活用している幼稚園 （❶❷写真提供＝小柳さん）

❶ビアバーの前で。創業メンバー、
社員と ❷ビアバーでは、地元の美
濃焼作家の作品でビールを提供 ❸
イベントで交流人口も増やす。写真
は「カマフェス（カマドビアフェス
ティバル）」（❶～❸写真提供＝東
さん） ●❶

●❷

●❶●❸

●❷

特  

集

今に至るまでの道のりも聞きました！

第２回社会還元表彰受賞者の
帰国後の活躍に学ぶ
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２
０
２
２
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開

発
機
構
）の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
世
界
に

は
３
０
０
０
万
ト
ン
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
堆
積
し
て
い
て
、
毎
年
１
７
０
万
ト

ン
以
上
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
流
出
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

海
洋
ご
み
は
陸
ご
み
の
よ
う
に
処
理
責
任
が

明
確
で
は
な
く
、海
流
に
よ
っ
て
ご
み
も
循

環
す
る
た
め「
海
洋
ご
み
は
課
題
と
感
じ
て

い
る
が
、
課
題
が
大
き
い
た
め
、自
国
だ
け

で
や
る
と
負
担
が
重
過
ぎ
る
。一
国
だ
け
で
は

な
い
協
力
体
制
が
必
要
」と
の
感
覚
が
各
国

に
あ
り
ま
す
。
香
川
県
に
は
底
引
き
網
な
ど

で
網
に
か
か
る
海
洋
ご
み
を
漁
業
者
か
ら
引

き
取
り
、
運
搬
・
処
理
す
る
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
の
団
体
は
香
川
県
小

豆
島
を
拠
点
に
す
る
こ
と
を
決
め
、
慈
善
活

　
成
田
赤
十
字
病
院
国
際
診
療
支
援
室
の
専

任
看
護
師
と
し
て
、
外
国
人
患
者
や
そ
の
家

族
へ
の
医
療
支
援
（
通
院
、
入
院
～
退
院
、

帰
国
ま
で
の
支
援
）
の
ほ
か
、
病
院
内
の
医

療
従
事
者
に
向
け
、
現
場
レ
ベ
ル
で
異
文
化

看
護
に
関
す
る
研
修
や
出
前
講
座
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
当
病
院
が
日
本
の
窓
口
で
あ
る
成
田
国
際

空
港
の
あ
る
千
葉
県
成
田
市
に
あ
る
こ
と
も

関
係
し
、
訪
日
外
国
人
の
増
加
と
共
に
、
当

院
へ
の
外
国
人
患
者
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
外
国
人
患
者
数
は
、
全
患
者

数
の
約
２
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
６
２
８
１

人
で
、５
年
前
の
３
７
３
６
人
に
比
べ
て
１
・

６
倍
以
上
増
加
し
ま
し
た
。
　

動
で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
場
で
の
海
洋
ご

み
回
収
の
実
現
を
目
指
し
、
回
収
活
動
に
今

ま
で
な
か
っ
た
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
、

20
年
12
月
か
ら
海
洋
ご
み
の
回
収
、
定
量
化

（
デ
ー
タ
）、
再
利
用
、
さ
ら
に
海
上
で
の
回

収
実
証
実
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
部
の
回
収
活
動
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
を
つ

け
て
回
収
支
援
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

で
、活
動
に
付
加
価
値
を
与
え
る
な
ど
し
て
、

い
ず
れ
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
よ
う
な

活
動
ま
で
昇
華
さ
せ
よ
う
と
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
回
収
し
た
海
洋
ご
み
は
デ
ー
タ
化
し
、

ウ
ェ
ブ
マ
ッ
プ
上
で
ひ
も
づ
け
ら
れ
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
み
は
分
別
し
て

再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
、ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
）

で
き
る
も
の
に
分
け
、
提
携
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
会
社
に
売
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
た
素
材
を
使
っ
て
自
社
製
品
の

開
発
も
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
漁
業
者
の
協
力
の
下
、
海
上
で
の
よ

り
効
率
的
な
ご
み
回
収
技
術
も
開
発
中
で
、

現
在
７
回
目
の
実
証
実
験
ま
で
終
え
て
い
ま

す
。
今
期
は
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
生
か
し
た

河
川
用
の
回
収
技
術
開
発
に
も
取
り
組
み
始

め
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
マ
ッ
プ
上
に
回
収
デ

ー
タ
を
ひ
も
づ
け
る
た
め
に
記
録
用
の
写
真

　
国
籍
は
多
い
順
に
ネ
パ
ー
ル
、ス
リ
ラ
ン
カ
、

中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
で
、旅

行
者
、技
能
実
習
生
、難
民
申
請
者
、留
学
生
、

長
期
滞
在
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
受
診

さ
れ
ま
す
。飛
行
機
内
で
具
合
が
悪
く
な
り
、

成
田
空
港
か
ら
緊
急
搬
送
さ
れ
て
く
る
方
も

い
れ
ば
、
日
本
に
長
く
住
ん
で
い
る
外
国
人

の
方
の
高
齢
化
が
進
み
、
日
本
人
の
高
齢
者

に
も
多
い
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
で
入
院
さ

れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
外
国
人
患
者
の
方
々
も
日
本
人
同
様
、
受

診
の
際
は
専
門
の
科
を
受
診
し
ま
す
。
17
年

に
国
際
救
援
部
開
設
準
備
室
（
現
在
は
国
際

診
療
支
援
室
）
が
で
き
て
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
い
、
遠
隔
で
医
療
通
訳
を
交
え
て
外

ア
プ
リ
を
開
発
し
、
い
つ
、
ど
の
地
点
で
ど

ん
な
ご
み
が
回
収
さ
れ
た
か
を
マ
ッ
ピ
ン
グ

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
績
は
、
総
回
収
量
約
1
8
0
0
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
再
利
用
は
約
4
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

回
収
M
A
P
デ
ー
タ
は
6
7
0
件
、
協
賛
・

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
・
団
体
は
33
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
21
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
23
年
8
月
に
は
、
瀬
戸
内
海
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
山
口
に
て
最
優
秀
賞
と
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
賞
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な

賞
を
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
小
豆
島
で
地
元

の
方
々
と
関
係
性
を
築
け
た
の
は
、
協
力
隊

時
代
に
、
現
地
の
人
た
ち
と
同
じ
釜
の
飯
を

食
べ
て
仲
良
く
な
っ
た
経
験
が
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
よ
う
や
く
目
指
す
未
来
に
突
き
進

め
て
い
る
と
は
い
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
立
ち
上
げ
か

ら
２
年
間
は
資
金
調
達
方
法
も
運
営
方
法
も

手
探
り
で
、
失
敗
の
連
続
で
し
た
。
起
業
を

考
え
て
い
る
現
役
隊
員
の
方
に
は
、「
自
分

で
学
び
続
け
る
こ
と
・
人
や
仲
間
に
頼
る
こ

と
・
致
命
傷
に
な
ら
な
い
リ
ス
ク
を
考
え
る

こ
と
」
を
踏
ま
え
、
た
と
え
大
変
で
も
ど
う

し
て
も
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
や
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
、
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

国
人
患
者
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
各
科
で

は
対
応
が
難
し
い
時
、
私
た
ち
の
科
で
対
応

し
ま
す
。
例
え
ば
今
日
は
、
外
国
人
患
者
の

入
院
支
援
の
ほ
か
、
翻
訳
文
書
の
整
理
を
行

い
、
各
科
の
所
属
長
に
文
書
の
説
明
を
し
ま

し
た
。

　
外
国
人
患
者
の
中
に
は
、
病
院
の
様
子
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
て
し
ま
う
、
消
灯

時
間
後
で
も
電
話
を
ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
に

し
て
大
声
で
通
話
し
て
し
ま
う
、
食
べ
物
を

床
に
置
く
習
慣
が
あ
る
、
宗
教
上
の
理
由
で

食
べ
ら
れ
な
い
食
材
が
あ
る
、
日
本
食
が
合

わ
ず
食
事
が
進
ま
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
が
い
て
、
人
の
命
を
扱
う
業
務
の
中
で
異

文
化
へ
の
対
応
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
職

員
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
職
員

の
不
安
を
減
ら
し
、
日
本
の
医
療
制
度
に
慣

れ
て
い
な
い
外
国
人
患
者
や
ご
家
族
も
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
心
配
事
や

誤
解
を
な
く
す
こ
と
が
私
の
役
割
で
す
。

　
今
後
は
協
力
隊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
げ

な
が
ら
、
海
外
の
医
療
制
度
の
情
報
や
国
内

で
同
じ
悩
み
に
対
応
し
て
い
る
医
療
関
係
者

の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
異
文

化
理
解
に
努
め
、
他
の
医
療
機
関
と
も
連
携

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

江川さんの現在までの道のり
学生時代　バックパッカーで訪れた
国々で、適切に処理されず放置され
たごみの光景を多く見て、ごみ問題に
関心を持つ。大学卒業後、IT 企業で
営業職に従事。海外でごみ問題の解
決策構築に挑戦したいという思いが募
り、協力隊に応募。

2017年 9月　ブルキナファソでの活
動中に３カ月かけて穴を掘り、簡易埋
め立て場を造ったところ、環境省や市
役所衛生課が動くきっかけになった。
また内陸で放置されたごみが海洋ご
みになることに気づく。19 年 7 月の
任期満了後、コンゴ民主共和国の日
本大使館で勤務していたが、新型コ
ロナウイルス感染症拡大のための退
避命令で、20 年春に帰国。

2020 年 12 月　NPO 法 人クリーン
オーシャンアンサンブルを設立。設立
メンバーは全員JICA海外協力隊の環
境教育や廃棄物処理といった環境系
職種出身者。小豆島の漁業者と関係性
を深めつつも、始めは兼業でスタート。

2022 年４月　小豆島に移住、専業に。
企業などから援助いただいた資金を
法人にすべて注ぎ、自分は１年間無給
で活動を軌道に乗せる。７月に海上で
の実証実験開始。

香川さんの現在までの道のり
2011年　勤務している成田赤十字病院に協
力隊の現職参加を相談。

2013年１月　協力隊員としてマラウイへ派遣。
マラウイでの看護師資格取得のため、首都で
看護実習を受け、資格取得の後、４月に任地
のドーワ県立病院に赴任。５S 活動や巡回診
療支援を行う。

2015年３月　任期を２カ月間延長して帰国
し、４月に復職。HCU（高度治療室）の所属
になる。

2018年　病院が行う海外での緊急医療援助
に関わりたいという思いと、マラウイで仕事
の経験値よりも学位や学歴を重要視されるこ
とを実感したことで、仕事をしながら大学院
へ進学。外国人患者に関わる看護をテーマに
した研究を行い、20 年３月修了。

2020年９月　国際診療支援室へ異動が決ま
り、HCUと兼務に。その後、出産と育休を経て、
23 年５月に復帰して以降は、時短勤務で働き
ながら国際診療支援室の専任看護師として活
動中。

江
え

川
がわ

裕
ゆう

基
き

さん
ブルキナファソ／環境教育／
２０１７年度２次隊・埼玉県出身
NPO法人クリーンオーシャンアン
サンブル　代表理事

海
上
で
海
洋
ご
み
を
回
収
、I
T
活
用
、再
利
用
。

持
続
可
能
な
解
決
策
の
構
築
と
そ
の
実
践
に
挑
む

ボランティア
活動を通じた
社会還元実践賞

香
か

川
がわ

沙
さ

由
ゆ

理
り

さん
マラウイ／看護師／２０１２年度
３次隊・千葉県出身
成田赤十字病院　看護師

看
護
師
と
し
て
外
国
人
患
者
の
受
診
を
サ
ポ
ー
ト
。

医
療
従
事
者
へ
の
研
修
で
異
文
化
理
解
を
促
す

多文化
共生賞

❶海洋ごみの回収装置 
❷分別した海洋ごみ ❸
海上回収活動は地元漁
師さんの協力があってこ
そ。地元とのつき合いも
大事にしている（❶❷写
真提供＝江川さん、
Photo＝❸永田佳大）

❶外国人患者へ向け、オンライン医療通訳を介して入院や検査の
説明を行う ❷院内研修の様子 （❶❷写真提供＝香川さん）

●❶

●❶

●❸

●❷

特  

集

今に至るまでの道のりも聞きました！

第２回社会還元表彰受賞者の
帰国後の活躍に学ぶ

●❷
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静
岡
県
牧
之
原
市
で
廃
校
に
な
っ
た
旧
片

浜
小
学
校
を
利
活
用
す
る
、「
株
式
会
社
マ

キ
ノ
ハ
ラ
ボ
」
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
牧
之

原
市
と
賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
施
設
活
用
事

業
、
Ｄ
Ｘ
・
ス
マ
ー
ト
農
業
事
業
、
宿
泊
・

合
宿
・
企
業
研
修
事
業
、
教
育
事
業
（
日
本

語
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
）、
ま
ち
づ
く
り
（
イ

ベ
ン
ト
）
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
活
用
事
業
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
入
居
が
あ

り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
習
い
事
、
社
員
研
修

な
ど
で
年
間
約
１
万
３
０
０
０
人
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
や
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
（
屋
外
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
）
も
造
り
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｘ
・
ス
マ
ー
ト
農
業
事
業
で
は
、
地
元

の
主
力
産
業
で
あ
る
緑
茶
の
生
産
や
輸
出
販

売
の
際
、
衛
星
画
像
に
よ
る
生
育
診
断
や

A
I
に
よ
る
デ
ー
タ
統
合
分
析
、
越
境
E
C

サ
イ
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
と
い
っ
た
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
導
入
し
、作
業
の
軽
減
、

品
質
向
上
、輸
出
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
宿
泊
・
合
宿
・
企
業
研
修
事
業
で
は
、
教

室
を
客
室
に
、
家
庭
科
室
や
理
科
室
を
食
事

場
所
に
改
装
す
る
こ
と
で
、
１
グ
ル
ー
プ
80

人
近
く
の
団
体
で
も
対
応
可
能
で
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
キ
ャ
ン
プ
場
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

サ
ウ
ナ
も
あ
り
ま
す
。
少
年
団
や
部
活
動
の

団
体
、
大
学
サ
ー
ク
ル
、
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

グ
ル
ー
プ
、
家
族
連
れ
な
ど
の
幅
広
い
ご
利

用
が
あ
り
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

の
企
業
研
修
は
年
間
約
５
５
０
０
人
の
利
用

が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
事
業
で
は
、
市
在
住
の
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
小
学
生
・
中
学
生
に
向
け
た
初
期

支
援
教
室
（
小
中
学
校
に
通
う
前
に
日
本
語

や
日
本
の
文
化
を
学
ぶ
最
長
半
年
間
の
教

室
）
を
行
う
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ス

ク
ー
ル
や
、
I
o
T
指
導
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
を
開
講
。

　
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
音
楽
フ
ェ
ス
、

納
涼
祭
、
国
際
交
流
フ
ッ
ト
サ
ル
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
卒
で
参
加
し
た
協
力
隊
で
は
ル
ワ
ン

ダ
語
を
必
死
で
学
ん
で
意
思
疎
通
を
図
り

ま
し
た
。
結
果
、友
人
が
で
き
、「YA

M
BI 

CO
N

N
ECT LLC.

」
の
起
業
に
至
り
ま
し

た
。ル
ワ
ン
ダ
で
の
つ
な
が
り
が
き
っ
か
け

で
、マ
キ
ノ
ハ
ラ
ボ
も
手
伝
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。私
は
浜
松
市
出
身
で
、牧
之
原
市

と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
会
社
も
協
力
隊
で
学
ん
だ
よ
う

に
、地
域
の
方
々
と
親
し
く
な
り
、協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
事
業
を
広
げ
て
い
ま
す
。
自
然

豊
か
な
牧
之
原
に
遊
び
に
、泊
ま
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

浅野さんの現在までの道のり
2015 年７月～　新卒で協力隊に参加。ルワ
ンダの小中学校で物理を教えることになった
が、文系学部卒だったため苦労が多かった。

2017 年　任期終了の約３カ月前、ルワンダ
人の友 人から「一緒に仕事をしよう」と誘
われ、ルワンダでスタディーツアーやビジネ
スツアー、現地アテンドサポートなどを行う
YAMBI CONNECT LLC. を 起 業。「 もとも
と浪人したり大学を１年休学しアフリカを旅し
たりしていたので、協力隊後に普通に就職し
たくないという気持ちもありました」。その後、
ルワンダで知り合った日本人研究者に誘わ
れ、ルワンダで人工衛星打ち上げに関連する
ICT 技術の実証にも並行して携わる。

2019 年　先の研究者が 18 年２月に設立し
たマキノハラボに誘われ、スマート農業などの
知見をルワンダに還元したいという思いもあ
り、YAMBI CONNECT LLC. を経営する傍
ら参画。

2022 年　マキノハラボ創業者から経営を引き
継ぎ、２社の経営者に。また、東京農業大学
大学院に進学し、スマート農業の研究に取り
組む。

【浅野さんの仕事術に学ぶ】
株式会社マキノハラボに入社する前に、YAMBI CONNECT LLC.
を立ち上げていた浅野さん。現在は二つの会社の経営者として、
営利を求めながら多岐にわたる事業を行っています。浅野さんが仕
事をする上で気をつけていることや経営のコツを聞きました。

　　　事業は成功している他社をまねてアレンジ
マキノハラボでは複数事業があり、それぞれリーダーを立て
ています。スマート農業以外はどれもそこまで難しい事業で
はないので、まずはその事業で成功している会社の一流の
サービスを体験してみたりしながら、どのように行っているか
を調べます。それを基に自分たちの現場にフィットする形を模
索していきます。

　　　さまざまな方法でコスト削減
人件費を削減するためにも、マキノハラボでは専門業者に頼
まずに、アルバイトやパートを雇って経費を抑えています。例
えば、１日に 80 人近くのお客様を迎えることもある宿泊所の
布団のシーツの取り換えや洗濯、客室の掃除など、ホテルな
ら専門業者に委託するところを、私たちは地元の方にアルバ
イトやパートで入ってもらいます。

また、電灯はすべて蛍光灯から LED にしつつ、スマートスイッ
チを整備し、館内照明を一括管理できるようにする、入館者
が来た時に受付に人がいなくても呼び出しができるようなセ
ンサーをつける、宿泊客の夕食は食材だけ用意し、客側でバー
ベキューを自由にしてもらうことで対応する、キャンプ用品は
テントなどは持参してもらい、足りないキャンプ用品の貸し出
しは無人の有料貸し出しで対応するなど、IoT と原始的な方
法の両方を導入しています。

　　　社員間の人間関係はフラットに
仕事を進める上でのコミュニケーションコストは大きく、「あの
人面倒くさいからどうやって相談しよう」などと周囲が気を使
いながら仕事をする時間は無駄です。だから二つの会社の人
間関係はフラットに、皆が自分の考えを言い合える環境づく
りを心がけています。それによりPDCA サイクルがうまく回り、
失敗してもすぐに再チャレンジができるようになりました。

　　　会社の強みを生かして展開を広げる
スマート農業など、深堀りされていないテーマの事業にもマキ
ノハラボでは力を入れて地域活性化していき、学んだ知識や
ノウハウや人脈を、ルワンダで YAMBI CONNECT の事業に
加えたり、他の地域にも活用できたらと思っています。

マキノハラボは「非日常で元気になってもらう」をテーマにして
います。まずはこの会社で働いている人たちが元気になって、
我々が中心となり、深堀りされていないテーマのノウハウを蓄
積して強みとし、世界に波及していくことを目指しています。

　　　２～３年で形にする
マキノハラボでは、「楽しく、かつビジネスになりそう」という
視点で事業を展開しているので、新規事業を始める１年目は
いろいろな方法を試します。１年やってみると何がダメでうま
くいっていないかが大抵わかります。社員には２～３年目でそ
の事業の専門業者になれるように目指そうと伝えています。

浅
あ さ

野
の

拳
け ん

史
し

さん
ルワンダ／理科教育／ 2015年度
１次隊・静岡県出身
株式会社マキノハラボ　代表取締役
YAMBI CONNECT LLC.CEO

外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
・
遊
び
ま
で
。
廃
校
を
楽
し
く
利
活
用

地域
活性化賞

Point 1

Point 2

Point 3

Point 5

Point 4

YAMBI CONNECT LLC.
設　立：2018 年
社員数：４人
本社所在地：ルワンダ
事 業 内 容：スタディツアーや視察ツアーなどのコーディネート、
日本語教室の運営

株式会社マキノハラボ
設　立：2018 年
社員数：５人（他にパート、アルバイトなど約 50 人）
本社所在地：静岡県牧之原市
事 業 内 容 ：廃校になった小学校の利活用。施設活用、宿泊・
企業研修、スマート農業、教育事業、まちづくり

PickUp

施設写真提供＝浅野さん

❶初期支援教室に通う、小学校高学年～中学生の子どもたち ❷スマート農業では、ドローンを使って画
像を撮影し、緑茶の生育具合などを確認することも（❶ Photo＝阿部純一・本誌、❷写真提供＝浅野さん）
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今に至るまでの道のりも聞きました！

第２回社会還元表彰受賞者の
帰国後の活躍に学ぶ



知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈ボツワナ〉

ボツワナの基礎知識

1415 クロスロード 2 0 2 4  9 月号クロスロード 2 0 2 4  9 月号

鉱物資源の収益を国民の生活向上に生かす高中所得国。
豊かな自然や動物など観光資源も大きな魅力。

■  ボツワナ共和国
面　 積：56.7万平方キロメートル（日本の約1.5倍）

人　 口：263万人（2022年、世銀資料）

首　 都：ハボローネ
民　 族：ツワナ族（79％）、カランガ族（11％）、

　　　　バサルワ族（3％）など
言　 語：英語、ツワナ語（国語）

宗　 教：キリスト教、伝統宗教

※2024年5月現在　出典：外務省ホームページ
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/botswana/data.html

■  派遣実績
派遣取極締結日：1992年3月3日
派遣取極締結地：東京
派遣開始　　　：1992年8月
派遣隊員累計　：443人

※2024年6月30日現在
出典：国際協力機構（JICA）

Text=三澤一孔　写真提供=ご協力いただいた各位

PROFILE
JICAボツワナ支所・企画調査員（ボランティア事業）。
工業高校卒業後、通信会社に勤務。JICA海外協力
隊に現職参加。復職後、大学に進学。2001年以降、
JICAのネパール、ウズベキスタン、カンボジア、エチ
オピア、タンザニアの各事務所で企画調査員（ボラン
ティア事業）として勤務。NPO九州海外協力協会事
務局長を経て、21年より現職。

お話を伺ったのは

馬
ま

田
だ

英
ひで　き 

樹さん
ブータン／電話交換機／1991年度3次隊・
福岡県出身

モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
か
ら
の
脱
却
へ

技
術
分
野
の
職
種
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

地
域
格
差
の
解
消
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
強
化
ま
で
、幅
広
い
分
野
で
協
力
隊
員
が
活
躍
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
協
力
隊
へ
の
要
請
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
技
術
や
自
動
車
整
備
、
木
工
な
ど

へ
の
ニ
ー
ズ
が
多
い
。
生
産
性
・
品
質
向
上

を
進
め
る
「
カ
イ
ゼ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
シ

ニ
ア
案
件
の
隊
員
が
企
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

「
都
市
と
地
方
の
格
差
も
問
題
で
す
。
都
市

で
は
物
が
あ
ふ
れ
、
人
々
の
生
活
が
豊
か
な

一
方
、
一
歩
郊
外
に
出
る
と
、
電
気
や
水
道

が
不
安
定
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」

　
他
に
も
、
貧
困
削
減
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開
発
隊
員
や
、
各
種
の
教
育
系
隊
員

が
活
躍
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
、

柔
道
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
派
遣
が
継
続
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
種
目
で
は
ア
フ
リ
カ
内

で
強
豪
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。

「
ボ
ツ
ワ
ナ
の
魅
力
の
一
つ
は
、
人
々
が
穏

や
か
な
と
こ
ろ
で
す
。シ
ャ
イ
な
面
が
あ
り
、

少
し
日
本
人
に
も
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
馬
田
さ
ん
。「
こ
の
国
に
来
て
感
心
し
た

の
が
車
の
運
転
で
す
。
信
号
機
が
壊
れ
て
い

る
交
差
点
で
も
、
譲
り
合
っ
て
一
台
一
台
、

順
番
に
入
っ
て
い
く
。
他
の
国
で
は
あ
ま
り

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
部
に
位
置
す
る
ボ
ツ
ワ

ナ
は
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
に
囲
ま
れ
た
内
陸
国
で
、
中
央

部
や
西
部
の
広
い
範
囲
が
砂
漠
地
帯
に
な
っ

て
い
る
。

　
１
９
６
６
年
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を

果
た
し
た
翌
年
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
、
後
に

銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
と
い
っ
た
鉱
物
資
源
が
発
見

さ
れ
、
そ
の
収
益
を
教
育
や
医
療
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
な
ど
の
整
備
に
活
用
し
て
、
成
長
を

遂
げ
て
き
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ツ
ワ
ナ
支
所
の

馬
田
英
樹
さ
ん
は
、「
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も

経
済
的
に
発
展
し
た
国
で
、
高
中
所
得
国
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
国
の
資
金
が
使
わ
れ
る
公
共
事
業
が
経
済

を
け
ん
引
し
て
い
る
印
象
で
す
が
、
一
方
で

若
い
人
を
中
心
に
失
業
率
は
高
い
水
準
に
あ

り
ま
す
」

　
あ
ま
り
雇
用
が
広
が
ら
な
い
資
源
産
業
に

依
存
す
る
経
済
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
産
業
の
多
角
化
を
担
う
民
間
セ
ク
タ
ー

や
、
そ
こ
で
働
く
人
材
の
育
成
に
国
は
力
を

入
れ
て
い
る
。

見
ら
れ
な
い
、
素
晴
ら
し
い
マ
ナ
ー
で
す
」。

　
世
界
最
大
級
の
内
陸
湿
地
で
あ
る
オ
カ
バ

ン
ゴ
・
デ
ル
タ
や
マ
カ
デ
ィ
カ
デ
ィ
塩
湖
な

ど
の
自
然
環
境
を
有
す
る
ほ
か
、
ゾ
ウ
の
生

息
数
が
世
界
一
と
野
生
動
物
の
宝
庫
で
も
あ

り
、
観
光
分
野
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
高
い
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
は
降
水
量
が
非
常
に
少
な
く
、

干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
水
が

と
て
も
貴
重
だ
。「
国
旗
の
ブ
ル
ー
は
命
を

支
え
る
雨
と
水
を
表
し
、
通
貨
単
位
の
『
プ

ー
ラ
』
は
、
現
地
の
ツ
ワ
ナ
語
で
水
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
隊
員
は
人
々
が
水
を
大
切
に

す
る
意
識
を
理
解
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い

で
し
ょ
う
」。

「
活
動
の
上
で
大
切
な
の
が
、
挨
拶
で
す
。

会
っ
た
ら
、
必
ず
挨
拶
の
言
葉
を
か
け
て
握

手
、
そ
し
て
『
最
近
は
ど
う
？
家
族
は
元

気
？
』
と
話
す
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
丁
寧

に
や
り
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
ツ
ワ
ナ
語
で
話

す
こ
と
。
簡
単
な
言
葉
だ
け
で
も
、
雰
囲
気

が
和
ら
ぎ
ま
す
。
身
近
な
人
た
ち
と
挨
拶
を

入
り
口
に
し
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」

ボツワナ

首都ハボローネ中心部のビルから市街を望む。左側奥の低い山の向こ
う側は南アフリカ共和国

トゥリ動物保護区にはゾウのほか
数多くの野生動物が生息してお
り、ボツワナ観光の人気エリア

南アフリカ

ナミビア

アンゴラ

ジンバブエ マ
ダ
ガ
ス
カ
ルハボローネ
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障
害
者
を
差
別
せ
ず
共
に
学
び
合
う

助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
姿
に
学
ぶ

　
稲
森
岳
央
さ
ん
は
1
9
9
8
年
、
首
都

ハ
ボ
ロ
ー
ネ
か
ら
バ
ス
で
約
1
時
間
の
オ

ッ
ツ
ェ
村
に
あ
る
自
立
支
援
施
設
「
キ
ャ
ン

プ
ヒ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ト
ラ
ス
ト
」
に

赴
任
し
た
。
障
害
の
あ
る
人
と
健
常
者
が
共

同
生
活
を
行
う
中
で
、
お
互
い
に
学
び
合
う

キ
ャ
ン
プ
ヒ
ル
運
動（
※
）の
実
践
施
設
と
し

て
設
立
さ
れ
、
N
G
O
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ト

ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
初
等
教
育
や
職
業
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
稲
森
さ
ん
へ
の
要
請
は
、
高
校
生
く
ら
い

か
ら
20
代
く
ら
い
ま
で
の
障
害
の
あ
る
青
少

年
に
農
業
技
術
を
教
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
施

設
の
農
場
で
は
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
て
、

稲
森
さ
ん
は
オ
レ
ン
ジ
の
挿
し
木
の
方
法
な

ど
を
教
え
た
ほ
か
、
牛
の
飼
育
や
養
鶏
、
養

蜂
を
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
施
設
の
資
金
は
十
分
で
な
く
、
収
穫
し
た

オ
レ
ン
ジ
や
野
菜
な
ど
を
販
売
所
で
売
っ

て
運
営
資
金
の
足
し
に
し
て
い
た
が
、「
大

き
な
収
入
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」。

施
設
の
子
ど
も
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
は
自
分
た

ち
で
農
作
業
が
で
き
て
お
り
、
稲
森
さ
ん
は

基
本
的
に
は
そ
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
。

　
工
事
業
者
を
雇
う
余
裕
も
な
か
っ
た
た
め

か
、
稲
森
さ
ん
は
や
が
て
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
仕
事
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
大

学
時
代
の
配
管
工
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
が
役

に
立
ち
ま
し
た
。
協
力
隊
員
で
誰
よ
り
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
練
っ
た
と
い
う
自
信
は
あ
り

ま
す
」
と
稲
森
さ
ん
は
苦
笑
す
る
。

　
資
金
と
支
援
者
を
増
や
す
た
め
、
施
設
に

カ
フ
ェ
が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
際
、
施

設
の
子
ど
も
や
子
連
れ
客
の
た
め
、
稲
森
さ

ん
が
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
を
造
っ
た
。
そ
れ

は
20
年
以
上
た
っ
た
今
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
活
動
す
る
う
ち
、
稲
森
さ
ん
は
障
害
者
が

比
較
的
短
命
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

「
自
分
の
活
動
に
意
味
が
あ
る
の
か
悩
ん
だ

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
こ
の
世

に
生
を
受
け
た
彼
ら
に
、
楽
し
か
っ
た
と
い

う
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
自
分
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
だ
と
気
持
ち
を
入
れ
替
え
ま
し
た
」

　
感
心
し
た
こ
と
の
一
つ
に
、
子
ど
も
た
ち

が
助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ

た
。「
自
分
で
用
を
足
す
こ
と
が
で
き
な
い

車
椅
子
の
子
も
い
ま
し
た
が
、
周
囲
の
子
ど

も
た
ち
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
ト
イ
レ
や

シ
ャ
ワ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
」。

　
施
設
内
に
は
、
家
具
作
り
を
行
う
職
業
訓

練
校
が
あ
り
、
車
椅
子
で
バ
ス
に
乗
り
、
自

宅
か
ら
通
っ
て
く
る
年
配
の
男
性
が
い
た
。

き
を
得
た
稲
森
さ
ん
は
、
現
在
も
大
学
で
異

文
化
理
解
に
つ
い
て
学
生
に
伝
え
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
は
経
験
が
大
事

同
僚
や
学
生
に
自
信
を
与
え
た
活
動

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
隊
員
の
佐
藤
省
吾
さ

ん
は
、
2
0
1
5
年
に
ハ
ボ
ロ
ー
ネ
か
ら
約

2
0
0
キ
ロ
離
れ
た
ジ
ュ
ワ
ネ
ン
の
町
に
あ

る
技
術
短
期
大
学
に
配
属
さ
れ
た
。
同
短
大

に
は
、
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）、
ビ
ジ

ネ
ス
、
自
動
車
、
服
飾
な
ど
の
コ
ー
ス
が
あ

り
、
佐
藤
さ
ん
は
I
C
T
部
門
に
配
属
さ
れ

た
。
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
管
理
な
ど

を
行
う
I
T
担
当
職
員
の
技
術
向
上
を
図
り

な
が
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
た
。

　
学
内
の
I
T
関
係
は
、
こ
の
職
員
が
一
人

で
担
当
し
て
い
た
。
彼
女
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

使
用
方
法
や
修
理
な
ど
、
基
本
的
な
知
識
は

持
っ
て
い
た
。「
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
サ
ー
バ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
は
対
処
し

た
経
験
が
少
な
く
、
自
信
も
な
さ
そ
う
で
し

た
」。

　
問
題
は
、
I
T
担
当
職
員
と
共
に
作
業
す

る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
時

間
ど
お
り
に
出
勤
す
る
が
、
気
づ
く
と
姿
が

見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
教
員
も
学
生
に
課

題
を
出
し
た
後
は
教
室
を
出
て
い
く
。
そ
の

た
め
、
学
生
た
ち
が
職
員
室
に
い
る
佐
藤
さ

ん
に
操
作
な
ど
を
聞
き
に
来
る
こ
と
が
増

え
、
佐
藤
さ
ん
は
学
生
た
ち
に
ワ
ー
ド
や
エ

ク
セ
ル
の
操
作
方
法
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

に
必
要
な
L
A
N
ケ
ー
ブ
ル
の
つ
な
ぎ
方
な

ど
を
教
え
た
。

　
職
員
と
の
協
働
が
で
き
な
い
こ
と
を
I
C
T

部
門
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
担
当
職
員
の

女
性
は
妊
娠
し
て
い
て
病
院
で
の
受
診
の
た

め
出
か
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
他
の
教
員

や
職
員
も
、
病
院
の
受
診
、
公
共
料
金
の
支

払
い
な
ど
で
学
外
に
出
て
い
た
。
そ
れ
ら
の

窓
口
は
平
日
の
日
中
だ
け
だ
か
ら
だ
。

　
そ
ん
な
事
情
も
踏
ま
え
て
、
2
年
目
の
活

動
計
画
を
想
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
年
は
新

入
生
の
受
け
入
れ
が
停
止
さ
れ
た
。
ボ
ツ
ワ

ナ
独
立
50
周
年
の
節
目
の
省
庁
再
編
に
伴

い
、
教
育
省
も
改
名
さ
れ
る
な
ど
混
乱
の
中
、

短
大
の
講
義
要
項
の
期
限
が
切
れ
、
そ
れ
で

授
業
を
行
っ
た
と
し
て
も
卒
業
と
認
め
ら
れ

な
い
事
態
に
な
っ
た
た
め
だ
。
残
っ
て
い
た

2
年
生
が
6
月
に
卒
業
す
る
と
、
短
大
に
は

ほ
と
ん
ど
誰
も
い
な
く
な
り
、
佐
藤
さ
ん
は

途
方
に
暮
れ
た
。

　
そ
れ
に
加
え
、
佐
藤
さ
ん
が
常
々
残
念
に

思
っ
て
い
た
こ
と
は
、
職
員
も
学
生
も
、
実

作
業
の
経
験
が
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
知
識
は
あ
る
の
に
、
実
作

業
の
経
験
が
な
い
か
ら
自
信
が
つ
か
な
い
。

　
そ
ん
な
時
、
I
T
担
当
職
員
か
ら
、
町
内

の
小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ト
ラ
ブ
ル
の
対

処
に
同
行
し
て
ほ
し
い
と
声
が
か
か
っ
た
。

「
小
学
校
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
現
場
経

験
を
通
じ
て
自
信
を
つ
け
る
に
は
も
っ
て
こ

い
の
機
会
だ
と
思
い
、
職
員
の
ほ
か
、

I
C
T
部
門
の
イ
ン
タ
ー
ン
も
連
れ
て
小
学

校
に
赴
き
ま
し
た
」

　
小
・
中
学
校
へ
赴
い
て
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は
佐
藤
さ
ん
と
I
T
担
当
職
員
と
の
新
た
な

仕
事
と
し
て
継
続
的
に
行
っ
た
。

　
任
期
満
了
が
近
づ
い
た
頃
、
緊
急
に
パ
ソ

コ
ン
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
が
発
生
し
た
。

「
担
当
職
員
は
『
自
分
で
や
っ
て
み
る
』
と

宣
言
し
、
驚
く
ほ
ど
率
先
し
て
作
業
を
進
め

ま
し
た
。
無
事
に
作
業
を
や
り
遂
げ
た
こ
と

で
『
す
ご
く
自
信
が
つ
き
ま
し
た
』
と
も
言

っ
て
く
れ
て
、
成
長
を
感
じ
ま
し
た
」

　
学
生
た
ち
が
自
分
た
ち
だ
け
で
、
町
の
図

書
館
の
無
線
シ
ス
テ
ム
を
修
理
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。「
私
は
現
場
に
行
か
ず
、
わ
か
ら

な
い
部
分
を
電
話
で
指
示
し
た
だ
け
で
す
。

学
生
た
ち
と
の
交
流
が
多
く
、
そ
の
中
で

L
A
N
ケ
ー
ブ
ル
の
知
識
も
教
え
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
身
近
に
私
の
作
業
の
様
子
を
見

る
中
で
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
そ
う
だ
と
勇

気
を
持
っ
て
く
れ
た
の
か
と
思
い
ま
す
」。

新
た
な
学
び
を
取
り
入
れ

人
々
が
平
等
に
豊
か
に
な
れ
る

社
会
を
目
指
し
て

互
い
に
思
い
や
り
、
支
え
合
っ
て
生
き

る
ボ
ツ
ワ
ナ
の
人
々
。
支
援
を
通
じ
て

体
験
し
た
国
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

「
道
路
も
バ
ス
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
周
囲
の
人
た
ち

が
バ
ス
の
乗
り
降
り
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
設
備
が
な
く
て
も
、

助
け
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
問
題
な
く
暮

ら
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

　
稲
森
さ
ん
が
障
害
者
へ
の
認
識
を
変
え
る

よ
う
な
出
来
事
も
あ
っ
た
。

「
施
設
内
の
中
学
校
か
ら
移
っ
て
き
た
片
手

の
不
自
由
な
女
子
が
い
ま
し
た
。
私
は
農
作

業
の
何
が
で
き
る
か
見
守
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
彼
女
は
自
発
的
に
片
手
で
ク
ワ
を
持
ち
、

畑
を
耕
し
始
め
ま
し
た
。
障
害
が
あ
る
か
ら

こ
の
作
業
は
難
し
い
と
勝
手
に
限
界
を
つ
く

っ
て
は
い
け
な
い
、
機
会
を
奪
っ
て
は
い
け

な
い
、
と
反
省
し
ま
し
た
」

　
障
害
者
を
含
む
助
け
合
い
の
精
神
な
ど
、

ボ
ツ
ワ
ナ
の
人
々
と
の
生
活
で
多
く
の
気
づ

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈ボツワナ〉

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈ボツワナ〉

キャンプヒルの施設で子どもたちと生活を共にしながら支援する稲森さん

栽培して収穫したオレンジを販売する施設の子どもたち

短大の生徒たちに教える佐藤さん。「先生方が教室にあまりいなかったため、
私が生徒たちに指導する機会が多く、知識や技術を伝えられました」

生徒たちにLANケーブルのつなぎ方を教える佐藤さん

PROFILE
高校時代から海外への憧れがあったが、世界とつながることができる
コンピュータやネットにも興味を持ち、ネット関連のベンチャー企業で
13年ほど働いてネットワークやサーバーの管理に関する技術を磨い
た。会社の視察で訪れたカンボジアでネット環境が整っていることを
知り、途上国でもコンピュータやネットワーク分野で発展に貢献できる
のではないかと協力隊参加を決意。現職参加でボツワナに赴任した。

佐
さ

藤
とう

省
しょう

吾
ご

さん コンピュータ技術／2015年度1次隊・広島県出身 PROFILE
普通の人と違うことや、世の中のプラスになることがしたいと協力隊
を目指す。海外で農業普及ができるスキルを身につけるため農業大
学に進学。大学院時代にはタイの農村調査も行い、卒業後は農業高
校の教員を務めた。協力隊はタイへの派遣を希望していたが、技術
顧問の勧めで第2希望のボツワナへ。任期満了後は、JICAジュニア
専門員や開発コンサルタントとして、ガーナや南スーダン、カメルー
ンなどで業務に当たった。現在は岡山大学グローバル人材育成院
准教授。学生には「第2希望の選択が、良い結果につながることもあ

る」と話している。

稲
いな

森
もり

岳
たか

央
お

さん 村落開発普及員／1998年度1次隊・東京都出身

※キャンプヒル運動…19世紀末から20世紀初頭にかけて活動した哲学者・教育者のルドルフ・シュタイナーが提唱した「人智学」に基づく
社会活動。学習障害や心理面に葛藤を持つ成人や児童による共同生活を行う。2010年時点で世界21カ国、119カ所で行われている。
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ピ
ザ
店
の
立
ち
上
げ
に
向
け
窯
を
手
作
り

協
力
者
が
増
え
物
作
り
の
喜
び
を
実
感

　
地
域
で
小
規
模
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る

住
民
グ
ル
ー
プ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
が
、
２
０
２
２
年
11
月
に
着
任
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
開
発
隊
員
の
吉
田
晃
子
さ
ん
だ
。

　
配
属
先
は
マ
ハ
ラ
ペ
県
庁
。
同
県
は
ハ
ボ

ロ
ー
ネ
と
第
２
の
都
市
フ
ラ
ン
シ
ス
タ
ウ
ン

を
結
ぶ
道
路
の
中
間
に
位
置
す
る
町
。
ボ
ツ

ワ
ナ
は
都
市
部
と
村
落
部
で
の
経
済
格
差
が

大
き
い
た
め
、
地
方
の
活
性
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
同
県
庁
で
も
住
民
の
生
活
改
善

を
目
標
に
、
グ
ル
ー
プ
の
商
品
開
発
や
販
路

拡
大
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
隊
員
を
要
請
し

た
。
し
か
し
、
赴
任
当
初
の
吉
田
さ
ん
は
意

外
な
現
実
に
直
面
し
た
。

「
数
年
前
に
作
成
さ
れ
た
リ
ス
ト
に
は
、
約

１
０
０
グ
ル
ー
プ
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
実
際
に
調
査
し
た
結
果
、
活
動
を
継
続

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
」

　
吉
田
さ
ん
は
、
支
援
対
象
の
グ
ル
ー
プ
を

自
分
で
探
そ
う
と
、
配
属
さ
れ
た
地
域
開
発

課
だ
け
で
な
く
、
農
業
管
轄
な
ど
他
部
署
に

も
顔
を
出
し
て
広
く
職
員
と
つ
な
が
り
、
職

員
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
住
民
に
声
を
か
け

て
い
っ
た
。

　
新
た
な
グ
ル
ー
プ
支
援
の
一
つ
は
、
蜂
が

巣
を
固
め
る
時
に
出
す
ビ
ー
・
ワ
ッ
ク
ス

（
蜜み

つ

蝋ろ
う

）
の
利
用
だ
。「
養
蜂
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
た
ち
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
時
、
ビ

ー
ワ
ッ
ク
ス
は
捨
て
て
い
る
と
聞
い
て
、
そ

れ
で
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
や
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム

自
ら
巡
回
先
の
学
校
を
開
拓
し
て

5
千
人
以
上
の
生
徒
に
環
境
教
育

　
阪
上
鈴
華
さ
ん
は
環
境
教
育
隊
員
と
し
て

2
0
2
2
年
に
着
任
し
た
。
配
属
先
は
、
ハ

ボ
ロ
ー
ネ
か
ら
約
50
キ
ロ
の
位
置
に
あ
る
ク

ウ
ェ
ネ
ン
県
庁
の
公
衆
衛
生
部
。
し
か
し
、

環
境
教
育
の
担
当
者
が
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、

環
境
教
育
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
理
解
し

て
い
る
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
最
初

の
約
1
カ
月
間
は
廃
棄
物
処
理
の
担
当
と
誤

解
さ
れ
埋
め
立
て
地
の
担
当
課
に
配
属
さ
れ

た
た
め
、
自
分
は
学
校
で
環
境
教
育
を
す
る

た
め
に
来
た
と
周
囲
に
伝
え
、
環
境
衛
生
担

当
課
に
変
更
し
て
も
ら
っ
た
。

　
そ
の
後
も
学
校
巡
回
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
る
人
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
阪
上
さ
ん
は

歩
い
て
行
け
る
範
囲
の
学
校
を
対
象
に
、
授

業
の
ア
ポ
取
り
か
ら
一
人
で
開
拓
し
始
め
た
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
、
ご
み
の
分
別
収
集
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
阪
上

さ
ん
は
、
な
ぜ
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
い
け
な

い
の
か
、
な
ぜ
分
別
が
必
要
か
を
説
明
す
る

こ
と
に
力
を
入
れ
た
。
捨
て
ら
れ
た
ご
み
が

分
解
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
、
バ
ナ
ナ
の
皮
、

新
聞
紙
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
が
必
要
か
を
具

体
的
に
説
明
し
た
。
小
学
生
が
理
解
で
き
る

よ
う
に
、
絵
カ
ー
ド
を
使
い
、
英
語
に
加
え

て
ツ
ワ
ナ
語
で
も
説
明
し
た
。

「
あ
な
た
が
今
、
空
き
缶
を
捨
て
た
ら
、
あ

な
た
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
の
よ
、
と
話
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は

驚
い
て
、
納
得
し
ま
し
た
」

　
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
、
教
員
が
一
方
的
に
説
明

す
る
授
業
が
多
か
っ
た
が
、「
授
業
中
に
手

を
挙
げ
て
意
見
を
言
っ
た
り
、
生
徒
た
ち
同

士
で
議
論
し
た
り
す
る
形
式
も
取
り
入
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
新
鮮
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
」。

　
担
任
の
教
員
た
ち
は
、
自
分
が
教
え
な
く

て
も
い
い
と
い
う
状
況
に
な
る
と
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
て
大
き
な
音
で
音
楽
を

か
け
た
り
、
教
室
を
出
て
行
っ
た
り
し
て
し

ま
っ
た
。「
そ
こ
で
、
私
が
授
業
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
写
真
や
動
画
で
撮
影
し
て
ほ
し
い

と
伝
え
、
先
生
に
も
役
割
を
持
っ
て
授
業
に

参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
」。

　
各
校
と
も
1
学
年
3
～
4
ク
ラ
ス
あ
り
、

午
前
と
午
後
で
生
徒
が
入
れ
替
わ
る
2
部
制

の
学
校
も
多
い
。
1
日
に
4
～
6
コ
マ
の
授

業
を
し
て
も
終
わ
ら
な
い
の
で
、
ま
た
別
の

日
に
も
訪
れ
て
全
ク
ラ
ス
に
教
え
る
よ
う
に

し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
計
18
校
を
回
っ
た

結
果
、
阪
上
さ
ん
が
教
え
た
生
徒
は
約

5
5
0
0
人
に
な
っ
た
。

　
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

別
の
学
年
を
教
え
る
た
め
に
再
び
学
校
を
訪

れ
た
時
に
は
、
阪
上
さ
ん
の
周
り
に
集
ま
り
、

教
え
た
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
日
本
語
の

挨
拶
で
話
し
か
け
て
き
た
。
町
を
歩
い
て
い

る
時
も
、
授
業
を
受
け
た
子
ど
も
か
ら
、「
ご

み
の
こ
と
教
え
て
く
れ
た
ね
。
私
の
こ
と
覚

え
て
い
る
？
」
と
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
の
人
と
仕
事
を
す
る
上
で
少
し

戸
惑
っ
た
の
は
、
相
談
や
提
案
を
す
る
と
、

と
り
あ
え
ず
、「
イ
エ
ス
」
の
返
事
が
返
っ

て
く
る
こ
と
。「
イ
エ
ス
と
言
っ
て
く
れ
る

け
ど
、
実
現
す
る
か
ど
う
か
は
、
別
問
題
な

ん
で
す
。
争
う
こ
と
が
嫌
い
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
ツ
ワ
ナ
語
で
平
和
を
意
味
す
る
『
カ

ギ
ソ
』
と
い
う
名
前
の
人
が
い
た
り
、
国
歌

の
歌
詞
に
も
カ
ギ
ソ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
話

し
合
い
も
大
切
に
す
る
の
で
、
会
議
な
ど
も

長
か
っ
た
で
す
」。

　
阪
上
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な

っ
た
時
、
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
が
実
現

し
て
い
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を
持
っ
て
活

動
を
締
め
く
く
っ
た
。

を
作
れ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　
県
庁
が
月
に
１
回
開
催
し
て
い
る
「
マ
ー

ケ
ッ
ト
デ
イ
」
に
参
加
し
て
い
た
食
器
洗
剤

を
販
売
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
、「
一
緒
に

せ
っ
け
ん
を
作
っ
て
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
声
を
か
け
た
。
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
洗
髪
も
含

め
て
せ
っ
け
ん
が
重
宝
さ
れ
て
お
り
、
手
作

り
の
せ
っ
け
ん
は
価
格
の
安
さ
か
ら
よ
く
売

れ
る
と
い
う
。

　
ビ
ー
ワ
ッ
ク
ス
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
、
手

作
り
せ
っ
け
ん
共
に
、
商
品
化
を
進
め
、
今

年
８
月
に
首
都
で
行
わ
れ
た
フ
ェ
ア
に
出
展

す
る
こ
と
を
目
標
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
吉
田
さ
ん
が
最
も
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
ピ
ザ
店
の
立
ち
上
げ
だ
。

「
住
民
の
中
に
『
ピ
ザ
を
作
っ
て
売
り
た
い
』

と
い
う
人
が
何
人
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈ボツワナ〉

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈ボツワナ〉

阪上さんは、子どもたちへの環境教育と同時に、挙手や話し合いなど、
生徒が積極的に参加する授業を行った

ボツワナのダンスの魅力に引きつけられた阪上さんは、ダンスグループ
に入って現地のダンスを学び、グループでイベントや結婚式で踊った

本格的なピザ窯を造る吉田さん。製作には多くの地元の人々が協力してくれた

PROFILE
大学卒業後に商社で1年働き、退職して大阪府内の中学校で英語
教員を務め、現職教員特別参加制度で協力隊に参加。コロナ禍で
生徒と外国人との交流事業がなくなり、自分の目を通して海外を伝
えたいという思いと、教諭だった父自身がコンピュータ技術の隊員
として協力隊参加を希望しながら他界し、「父が隊員として見た
かった世界を知りたい」との思いもあり応募を決断した。自分の経
験を広げるため、教員職種ではなく環境教育を選び、複数の学校を
巡回できる要請を選択した。

PROFILE
16年間勤めた自動車部品会社を休職し、現職参加で活動
中。会社では営業や受発注管理を通じてカイゼン活動を進
めていた。趣味でベトナムやカンボジアなど20カ国以上を旅
行する中で、人と人の距離の近さに魅力を感じ、海外でカイ
ゼンの手法を伝えて発展に貢献したいと応募した。コロナ禍
による約2年間の待機期間中には、活動に役立てようとせっ
けん作りやパン作りを身につけた。当初のタンザニアから任
国変更の上、ボツワナに赴任した。

吉
よし

田
だ

晃
あき

子
こ

さん コミュニティ開発／2022年度2次隊・東京都出身 阪
さか

上
がみ

鈴
れい

華
か

さん 環境教育／2022年度1次隊・大阪府出身

活動の舞台裏

ボツワナで結婚するのは大変！
　ボツワナでは、結婚する際、男性から女性に牛を贈
る風習がある。相場は8頭前後で、牛が用意できず結
婚できない人もいるという。コンピュータ技術隊員の
佐藤省吾さんは、ボツワナの男性と話していて、自分
に娘がいると言うと、「あなたの娘さんは牛何頭分だ
い？」と聞かれて面食らったそうだ。
　結婚式もハードルが高い。親族や招待者だけでな
く、地域の人など誰でも参加してよいのだ。

　佐藤さんは、派遣中に何回も結婚式に出席した。２
時間あまり続く親族紹介が終わると、いよいよ祝いの
料理へ。前日から準備が進められた牛肉の料理やサ
ラダなど、普段はなかなか食べられないようなものが
盛大に振る舞われる。この料理を楽しみに、人々 が集
まり、一緒に歌を歌ったり、アフリカンダンスを楽しん
だりする。
　結婚式に100人くらい集まることは普通で、多い時
には200人になることも。招待状も、会費や祝儀も不
要で、費用はすべて結婚する人の負担。１回で100万
円かかることもある。そのため、「結婚式を挙げるの
は、30代から50代で経済的に余裕のある人が多かっ
たです」（佐藤さん）。

屋外のテントで行われた結婚披露宴の様子
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出
ま
し
た
。
煙
突
の
位
置
、
セ
メ
ン
ト
と
砂

の
配
合
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
。
助
け
合
い
の

う
ね
り
が
生
ま
れ
、
皆
と
一
緒
に
取
り
組
む

物
作
り
の
楽
し
さ
、
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
」。

　
ピ
ザ
窯
と
し
て
造
っ
て
い
る
が
、「
パ
ン

を
作
り
た
い
」
と
い
う
声
も
上
が
っ
た
。

「
ピ
ザ
で
も
パ
ン
で
も
い
い
の
で
、
安
価
な

地
元
の
農
産
物
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
売
る

体
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
お

店
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
で
も
、
材
料

費
や
収
益
な
ど
の
計
算
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
、
成
功
体
験
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
そ

れ
が
残
さ
れ
た
数
カ
月
で
実
現
し
た
い
目
標

で
す
」

ピ
ザ
店
開
店
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
全
然
動
き
だ
し

て
く
れ
な
い
の
で
す
。
理
由
を
聞
い
て
み
る

と
、
理
由
の
一
つ
が
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
を
購
入

し
た
い
が
高
い
か
ら
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
こ
で
、
や
る
な
ら
本
格
的
な
ピ

ザ
窯
を
造
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
開
店
す
る
場
所
は
県
庁
管
轄
の
大
き
な
市

民
ホ
ー
ル
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
、
ピ
ザ
窯
は

す
ぐ
裏
の
屋
外
に
設
置
す
る
方
針
に
し
た
。

「
皆
で
相
談
し
て
、
身
近
で
手
に
入
る
材
料

で
造
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
廃
材
置
き
場
に

行
き
、
バ
ス
停
の
屋
根
や
捨
て
ら
れ
た
窓
枠
、

看
板
な
ど
使
え
そ
う
な
も
の
を
入
手
。
窯
の

煙
突
に
は
バ
ス
停
の
支
柱
が
ぴ
っ
た
り
で
し

た
。
壁
な
ど
に
使
う
砂
は
、
県
庁
の
道
路
関

係
の
部
署
か
ら
余
っ
て
い
る
砂
を
も
ら
い
ま

し
た
。
買
っ
た
の
は
セ
メ
ン
ト
と
ブ
ロ
ッ
ク

だ
け
で
、
材
料
費
は
２
万
円
以
下
に
収
ま
り

ま
し
た
」

　
吉
田
さ
ん
は
当
初
、
も
し
誰
も
手
伝
っ
て

く
れ
な
く
て
も
、
自
分
で
窯
を
造
ろ
う
と
考

え
て
い
た
。「
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
造
り
始

め
る
と
、
他
の
人
た
ち
の
協
力
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。
溶
接
技
術
が
あ
る
人
が
必
要
だ

っ
た
し
、
壁
を
造
る
の
に
は
地
元
の
大
工
さ

ん
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
協

力
者
が
増
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が

活動の舞台裏

　

ピースジョブとイペレヘン

　ボツワナは人口が少ないことを主な原因として、若者の就労機
会が乏しいことが大きな問題となっている。そんな状況の中、コ
ミュニティ開発隊員として活動中の吉田晃子さんが感心したのが、
「ピースジョブ」の習慣だ。
　ピースジョブは、ボツワナで一般的に行われているアルバイト
のようもので、家事や子守り、洗車、大工仕事などを対価を支
払って依頼する。契約は個人間だが金額や内容はだいたい決
まっている。誰にでも頼めて、友人や同僚にも気軽に頼んでいる。

　吉田さんは最近、現地の人に「お金を貸して」と言われると、
「じゃあ、ピースジョブで私の靴を洗ってくれる？」などと聞くよ
うにしている。貸し借りのトラブルもなくて気楽だという。
　また、ボツワナ政府が貧困対策に行っている「イペレヘン」は、
地域清掃の仕事を住民に委託する事業で、平等に仕事を配分で
きるように、請負人の選定はくじ引きで行なわれる。月に6,000
円くらいの収入が得られる。
　吉田さんは配属先を通じて依頼し、ピザ窯造りにイペレヘン
を利用した。レンガや大きな材料を運んでもらったが、「仕事を
請け負う人たちが若い人ばかりだったので驚きました」。

吉田さんはピザ窯を造る際に、一部の作業をイペレヘンを利用して
手伝ってもらった

ピザ店オープンを目指し、ピザ
作りのワークショップを行う住
民たちと吉田さんこの方に

聞きました！
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“豊かさ”とは何かを見直せる本
現地の知恵を尊重した支援のヒントにも
　パラグアイOVで、ラテンアメリカを主な
研究フィールドとして開発人類学を教える
傍ら、家政・生活改善などの技術顧問とし
て協力隊員の支援にも関わっている藤掛洋
子さん。お薦めの一冊は、エスワティニ出身
の経済人類学者が著した『資本主義の次に
来る世界』だ。この本について藤掛さんは、

「古くて新しい国際協力の在り方を考える
きっかけになる」と評している。
　邦訳版のタイトルからは隊員活動とのつ
ながりを感じにくいかもしれないが、原題の

「LESS IS MORE: How Degrowth Will Save the
World（少ないほうが豊か：脱成長はいかに
世界を救うか）」というテーマは、途上国で
現地社会に入り込んで活動している隊員た
ちにこそ、大いに関わりのある事柄である。
　本書では、資本主義が発展する過程で、
伝統的共同体が管理してきた土地や水と
いった資源が収奪され、貧困が生み出され

ていることなどが論じられている。
　著者は、経済指標であるGDPの増加だ
けが希求される仕組みを問い直し、「わたし
たちは自ら成長を抑制することを選択しな
ければならない（p.131）」と主張する。そし
て、クリーンエネルギーなどのテクノロジー
が環境破壊などの解決策として効果を発揮
するには、自然と人間を二元論的に捉えて

「自然は人間に従属するもの」と見なす考
え方を改め、資本主義以前のような人間と
自然のつながり方への回帰がまず必要なの
だと述べている。
 「自然との共生を意識し、身の回りにある
ものを大切に利用したり自然のものを活用
したりする生活は、途上国では普通に根づ
いています」と話す藤掛さん。

「隊員時代、私が料理を教える講習会で
皿を忘れて困っていたところ、現地の方が

『ヨウコ、大丈夫だよ。バナナの葉っぱがあ

るからそれを使おう』と対応してくれて感動
した思い出があります。この本を読んで任
地に目を向けると、現地の文化や暮らし方
に特別な価値を見いだせるかもしれません」
　自分たちが一方的に教えるのではなく、
現地の人々の知恵や文化、経済システムを
尊重した支援を行うこと。そして、既存のも
のを根本から変えてしまう “開発” ではな
く、むしろ生かして課題解決に向かう “改
善” に取り組むことは、古くから協力隊員が
実践してきた手法である。「この本を読むと、
協力隊的な国際協力が今、新たに求められ
ているのではないかとも感じられます」。
　途上国で暮らして活動する中で、「豊かさ
とは何か」「先進国のやり方を伝えることが
正しいのか」という問いが、しばしば頭に浮
かぶこともあるかもしれない。本書は、そん
な漠然とした疑問を具体化して整理し、再
考するヒントになる一冊になるだろう。
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別
に
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
気
づ
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
親
戚
関
係
や
民
族
、
宗
派
な

ど
で
自
然
と
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
と
困
っ

た
こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。
例
え
ば

一
つ
の
村
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
指

導
し
た
か
ら
次
の
村
に
行
け
ば
い
い

と
予
定
を
立
て
て
い
て
も
、
同
じ
村

で
グ
ル
ー
プ
が
違
う
と
参
加
し
な
い

の
で
、「
他
の
グ
ル
ー
プ
ば
か
り
教

え
て
、
な
ぜ
私
た
ち
の
と
こ
ろ
は
来

な
い
の
！
」
と
怒
る
人
た
ち
が
出
て

き
ま
す
か
ら
、注
意
が
必
要
で
す
。

　
相
談
者
さ
ん
の
場
合
は
違
う
地
域

の
日
系
社
会
と
の
こ
と
で
す
が
、
た

と
え
同
じ
地
域
で
も
、
そ
れ
が
一
つ

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
全
員
の
仲
が
良

い
と
も
限
り
ま
せ
ん
し
、
逆
に
今
回

の
相
談
の
よ
う
に
、
別
の
地
域
の
意

外
な
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
特
定
の
人
や
グ

ル
ー
プ
の
意
見
だ
け
を
聞
い
て〝
わ

か
っ
た
つ
も
り
〟に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
、

手
間
は
か
か
っ
て
も
、
一
家
庭
ず
つ

の
単
位
で
話
を
し
て
信
頼
関
係
を
築

き
、
任
地
の
人
間
関
係
を
把
握
し
て

い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
任
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
人
間

関
係
は
活
動
に
影
響
し
ま
す
か
ら
、

地
域
の
人
た
ち
と
ど
う
関
わ
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
別
の
地

域
の
日
系
社
会
の
集
団
同
士
に
限
ら

ず
、
小
さ
な
村
一
つ
の
中
に
も
い
く

つ
も
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
活
動
を
進
め
な
が
ら
人
間
関

係
を
把
握
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
の
隊
員
時
代
に
も
、
人
間
関
係

の
把
握
が
大
切
と
痛
感
し
た
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
村
落
開
発
普
及
員

と
し
て
セ
ネ
ガ
ル
に
赴
任
し
た
私
は
、

ま
ず
活
動
先
の
村
の
人
々
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
、
何
に
困
っ
て
い
る
か
、

村
を
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
自
由
に
意
見
を
話
し

て
も
ら
う
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
初
に
村
長
が
「
村

の
課
題
は
、
学
校
が
な
い
こ
と
と
井

戸
が
な
い
こ
と
だ
。
さ
ら
に
病
院
も

必
要
だ
」
と
言
う
と
、
後
に
続
く
人

た
ち
か
ら
は
、「
私
は
村
長
の
意
見

に
賛
成
だ
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
村
一
番
の
権
力

者
で
あ
る
村
長
に
対
し
て
、
違
う
意

見
は
言
え
な
い
様
子
で
し
た
。「
こ

れ
は
失
敗
し
た
！
」
と
思
い
、
み
ん

な
で
話
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
や

め
ま
し
た
。
代
わ
り
に
始
め
た
の
が
、

村
の
全
家
庭
を
個
別
訪
問
す
る
こ
と

で
し
た
。朝
、村
に
着
い
た
ら
、ま
ず

は
村
長
の
家
に
挨
拶
に
行
き
、
次
に

女
性
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
の
家
、

と
村
の
秩
序
を
崩
さ
ぬ
よ
う
、
偉
い

人
か
ら
順
番
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。

　
多
い
村
で
は
約
50
軒
、
少
な
い
村

で
９
軒
。
そ
の
９
軒
で
も
約
１
０
０

人
の
村
人（
う
ち
約
60
人
は
子
ど
も
）

が
い
ま
す
。
挨
拶
し
て
回
る
だ
け
で

半
日
が
終
わ
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
個
別
訪
問
に
は

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
他
の
人
に
気
兼
ね
す
る
必

要
が
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

課
題
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
本
音
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
効
率
は
悪
い
け
れ

ど
、
建
前
で
は
な
い
個
別
の
ニ
ー
ズ

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
旦
、
私
の
中
に
全
部
の
情
報
や

意
見
を
入
れ
た
状
態
で
、
皆
が
共
通

し
て
抱
え
て
い
る
課
題
を
整
理
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
け
ば
、「
こ
ん
な
意
見
が
あ

り
ま
し
た
」
と
私
が
発
表
を
始
め
て
、

そ
れ
を
呼
び
水
に
し
て
話
し
合
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
数
の

意
見
も
私
が
代
弁
す
る
こ
と
で
、
み

ん
な
に
伝
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

同
じ
地
域
だ
か
ら
皆
の
意
見
が
同
じ
で

住
民
同
士
で
仲
が
良
い
と
は
限
り
ま
せ
ん

そ
こ
を
意
識
し
な
が
ら

人
間
関
係
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

専門家に聞きました！

失敗に学ぶ
現地で役立つ人間関係のコツ

　
ま
た
、
個
別
訪
問
を
通
じ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
経
済
状
況
や
家
族
関
係
が
わ

か
っ
た
こ
と
も
収
穫
で
し
た
。
セ
ネ

ガ
ル
は
一
夫
多
妻
制
な
の
で
一
軒
に

奥
さ
ん
が
２
人
も
３
人
も
い
て
、
さ

ら
に
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
い
る
の
で

家
族
の
把
握
も
大
変
で
し
た
が
、
訪

問
す
る
た
び
に
、
外
で
会
っ
た
こ
の

子
は
こ
の
家
の
子
だ
っ
た
の
か
と
か
、

兄
弟
姉
妹
、
親
戚
と
い
っ
た
関
係
が

わ
か
っ
て
き
ま
す
。
始
め
の
う
ち
は

皆
が
同
じ
顔
に
見
え
て
よ
く
間
違
え

ま
し
た
が
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
地

道
に
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
訪
問
を
続
け
な
が
ら
よ

く
観
察
し
て
い
る
と
、
同
じ
村
の

人
々
で
あ
っ
て
も
交
わ
ら
な
い
関
係

が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

あ
る
お
母
さ
ん
は
、
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

集
ま
り
に
は
参
加
し
て
も
、
Ｂ
グ

ル
ー
プ
に
は
絶
対
に
参
加
し
な
い
と

か
、家
が
隣
同
士
で
も
、他
の
グ
ル
ー

プ
だ
と
一
緒
に
な
ら
な
い
な
ど
。
セ

ミ
ナ
ー
や
作
業
な
ど
に
限
ら
ず
、
日

常
生
活
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
基
本
単

位
と
な
っ
て
動
い
て
い
た
の
で
す
。

　
井
戸
端
会
議
も
お
金
の
貸
し
借
り

も
、
グ
ル
ー
プ
内
で
し
か
行
わ
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
グ
ル
ー
プ
が
大
き
い

村
に
も
な
る
と
八
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

今月の
お悩み

稲葉先生
からの

アドバイス

　
私
が
任
地
の
日
系
社
会
で
話
し
た

こ
と
を
、
別
地
域
の
日
系
社
会
の
人

が
知
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の

の
人
か
ら
「
あ
な
た
は
あ
の
人
と
仲

が
い
い
の
ね
」
と
否
定
的
な
意
味
合

い
で
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
誰
と

誰
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、
ど
こ

で
噂
が
広
が
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
混

乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
一
方
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
住
民
か
ら
意
見
を
募
っ
て
も
、
あ

ま
り
積
極
的
に
話
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
住
民
が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
希

望
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
せ

ず
、
課
題
を
ど
う
設
定
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
ず
に
困
っ
て
い
ま
す
。

私
が
話
し
た
こ
と
が
噂
で
広
が
る
一
方
、

住
民
の
意
見
が
わ
か
ら
な
い
た
め

課
題
へ
の
取
り
組
み
方
に
困
っ
て
い
ま
す

（
日
系
Ｊ
Ｖ
／
女
性
）

今
月
の
テ
ー
マ

：

任
地
の
人
間
関
係
を
把
握
す
る

Text=阿部純一（本誌）　Edit ＝ホシカワミナコ　写真提供＝稲葉久之さん　※質問は現役隊員やOVから聞いた活動中の悩み
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幼
児
教
育
隊
員
の
多
く
が
地
方
の
教
育

事
務
所
に
配
属
さ
れ
、
幼
児
教
育
の
質
の

向
上
の
た
め
、
日
本
の
幼
児
教
育
の
特
色

で
も
あ
る
「
遊
び
を
通
し
た
学
び
」
を
推

進
す
る
。
幼
稚
園
や
保
育
園
を
巡
回
し
、
活

動
改
善
、
教
材
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な

ど
に
取
り
組
む
。
教
員
養
成
学
校
で
の
学
生

へ
の
指
導
が
求
め
ら
れ
る
要
請
も
あ
る
。

待
機
中
も
活
発
に
活
動
し
モ
チ
ベ
維
持

派
遣
中
は
意
識
改
革
の
難
し
さ
に
悩
む

　
エ
ジ
プ
ト
派
遣
か
ら
約
３
カ
月
で
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
一
時
帰
国
と
な
っ
た
橋
本
千
鶴
さ

ん
。
２
年
３
カ
月
に
わ
た
る
待
機
中
は
各
国
の

子
ど
も
に
関
わ
る
隊
員
有
志
と
教
材
研
究
分

科
会
を
立
ち
上
げ
、
エ
ジ
プ
ト
の
保
育
士
向

け
に
知
育
玩
具
、
遊
び
、
食
育
な
ど
の
資
料
を

ま
と
め
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
字
幕
や
説
明
を
つ
け

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
。
Ｏ
Ｖ
会
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
協
力
隊
幼
児
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
な
ど
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
続
け
た
。

　
再
赴
任
後
は
25
の
保
育
園
を
巡
回
し
、
遊

び
を
通
し
た
学
び
の
普
及
活
動
を
行
っ
た
。

保
育
士
た
ち
は
、
保
育
園
は
読
み
書
き
の
基

礎
と
コ
ー
ラ
ン
を
学
ぶ
場
と
捉
え
て
育
っ
た
た

め
、
幼
児
の
発
達
に
遊
び
を
通
し
た
学
び
が

必
要
と
い
う
意
識
を
な
か
な
か
持
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
。
橋
本
さ
ん
は
、
文
字
、
言
葉
、
数

字
な
ど
エ
ジ
プ
ト
の
保
育
園
教
育
に
近
い

「
勉
強
に
直
結
す
る
遊
び
」
な
ら
ば
受
け
入
れ

ら
れ
や
す
い
こ
と
に
気
づ
き
、
園
に
あ
る
教
材

を
活
用
し
た
カ
ル
タ
遊
び
や
段
ボ
ー
ル
で
作

PROFILE
短大保育科の恩師が協力隊のシリアOVだったことから協力隊を志す。
保育士として東京都内の保育園に5年勤務後、都職員として協力隊に
現職参加。コロナ禍により派遣から3カ月で帰国し、復職。2022年6
月に同じ配属先に再赴任し、24年7月まで活動した。

配  属  先：社会連帯省ポートサイド支局家族・子供部
要請内容： 「遊びを通した学び」の普及や保育士の育成を図り、地域

の保育の質を底上げすることに寄与する。JICAの「就学前
の教育と保育の質向上」プロジェクトが実施されており、そ
の効果を持続・発展させることも期待される。

橋
はし

本
もと

千
ち

鶴
づる

さん
エジプト／2019年度2次隊、2022年度7次隊
・神奈川県出身

※人数は2024年6月30日現在

分　　類：人的資源

派 遣 中：20人（累計：939人）

類似職種：青少年活動、小学校教育	 	

#0034

「 幼 児 教 育  」

赴任帰国 終盤 終盤

 25の保育園を巡回。保育士に
「遊びを通した学び」の実践を伝える

仁
に

科
しな

潤
じゅん

紀
き

さん
ブルキナファソ／2017年度2次隊・静岡県出身

PROFILE
静岡県内の保育園に保育士として5年勤務した後、
協力隊に参加。ブルキナファソでは政情悪化に伴い任期3カ月を残して活
動終了。現在、静岡県内の保育園に勤務する傍ら、「いわとじゅん」名義で
絵本を作り、途上国の子どもたちに届けるプロジェクトも行う。

配  属  先：カディオゴ県事務所
要請内容： 首都近郊の小都市の公立幼稚園を拠点に、子ども中心の

教育が実現できるよう、保育の現場に子どもの発達段階
に応じた保育や遊びを通した能動的な学びを定着させ、
子どもが楽しみながら学べる教材や活動の開発・普及を
図る。

日本の保育の普及から、絵本寄贈、遊具
建設、劇による衛生教育まで幅広く活動

CASE 1

CASE 2

る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
。
仁
科
さ
ん
は
、
遊

び
を
通
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
楽
し
く
学
べ
る

こ
と
を
伝
え
た
が
、
保
育
士
は
必
要
最
小
限

の
授
業
し
か
し
よ
う
と
せ
ず
、
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
へ
の
体
罰
も
目
に
余
っ

た
。
仁
科
さ
ん
は
職
員
会
議
で
や
め
る
よ
う

何
度
も
働
き
か
け
、
園
長
も
指
導
し
た
が
、

体
罰
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

「
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
暴
力
を
止
め

ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
活
動
の
意
味
が
な
い
」
。

覚
悟
を
決
め
た
仁
科
さ
ん
は
、
園
を
管
轄
す

る
国
民
教
育
・
識
字
省
に
伝
え
て
注
意
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
結
果
、
体
罰
は
な
く

な
っ
た
が
同
僚
た
ち
と
の
関
係
は
悪
化
。
　

　
そ
こ
で
仁
科
さ
ん
は
活
動
に
興
味
を
示
し

て
く
れ
て
い
た
私
立
園
を
巡
回
指
導
し
な
が

ら
、
他
の
隊
員
と
連
携
し
小
学
校
や
幼
稚
園

で
劇
に
よ
る
衛
生
教
育
を
行
っ
た
ほ
か
、
日

本
か
ら
届
け
ら
れ
た
絵
本
の
寄
贈
を
行
っ
た
。

　
一
方
、
拠
点
園
に
は
嫌
わ
れ
て
い
る
の
は

承
知
で
折
を
見
て
挨
拶
だ
け
は
し
に
行
っ
た
。

同
僚
た
ち
が
、
子
ど
も
が
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン

コ
な
ど
外
の
遊
具
で
遊
ぶ
間
は
ち
ゃ
ん
と
補

助
を
す
る
姿
を
見
て
、
鉄
棒
や
雲う
ん

梯て
い

、
の
ぼ

り
棒
と
い
っ
た
挑
戦
で
き
る
遊
具
の
設
置
を

思
い
立
つ
。
関
係
が
修
復
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
園
と
相
談
し
て
建
設
を
決
め
、
情
報
を

集
め
て
自
ら
図
面
を
引
き
、
業
者
と
調
整
し

て
完
成
さ
せ
た
。
「
3
カ
月
を
残
し
て
帰
国

と
な
り
ま
し
た
が
、
遊
具
の
研
修
を
行
い
、

設
計
図
や
教
本
を
残
し
、
園
長
会
で
他
の
園

に
も
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
約
束
し
ま
し
た
」
。

っ
た
パ
ズ
ル
な
ど
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
半
年

に
１
度
、
他
の
幼
児
教
育
隊
員
と
連
携
し
、
保

育
士
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
企
画
・
開
催
し
た
。

日
本
の
保
育
園
紹
介
、
教
材
作
り
、
運
動
遊

び
、
手
遊
び
、
歌
な
ど
毎
回
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
幼
児
教
育
職
種
の
技
術
顧
問
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
工
夫
も
し

た
。
毎
回
、
約
50
人
が
参
加
し
、
保
育
士
同
士

の
交
流
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
橋
本
さ
ん
の
熱
心
な
取
り
組
み
に
応
え
る

保
育
士
が
増
え
た
が
、「
園
で
子
ど
も
が
何
も

し
て
い
な
い
時
間
を
す
べ
て
遊
び
の
時
間
に

変
え
る
」
と
い
う
高
い
目
標
を
抱
い
て
い
た
橋

本
さ
ん
は
手
応
え
を
感
じ
ら
れ
ず
落
ち
込
ん

だ
。「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る

エ
ジ
プ
ト
人
ス
タ
ッ
フ
か
ら
『
あ
な
た
と
遊
ん

だ
子
が
、
家
に
帰
っ
て
、
楽
し
か
っ
た
と
言
っ

て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
』
と
言
わ
れ
て
、
幼

児
教
育
は
す
ぐ
に
目
に
見
え
る
結
果
を
求
め

る
べ
き
で
な
い
と
わ
か
り
、
心
が
楽
に
な
り
ま

し
た
」
。

体
罰
を
巡
り
同
僚
と
対
立
す
る
も

持
続
性
の
あ
る
遊
具
を
残
す

　
仁
科
潤
紀
さ
ん
は
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
首

都
近
郊
の
小
さ
な
市
の
公
立
幼
稚
園
に
新
規

派
遣
さ
れ
、
そ
の
園
を
拠
点
に
近
隣
の
私
立

園
も
巡
回
し
た
。

　
任
地
で
は
幼
児
教
育
は
小
学
校
入
学
の
準

備
期
間
と
い
う
認
識
が
強
く
、
子
ど
も
を
席

に
座
ら
せ
て
公
用
語
の
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え

C
A
S
E 

2

C
A
S
E 

1

カウンターパートはポートサイド支局家族・子供部で管轄下の全保育
園の管理を担当していました。以前から幼児教育隊員を受け入れて
いたため活動にも理解があり、かつ日本での研修も受け、保育の質
の向上にも積極的に取り組んできた人です。私を信頼してくれ、私も
常に巡回先の園の状況について相談していたので、今年１月に彼女
が入院し２カ月ほど不在になった時は、「私は誰に活動について相談
すればいいのだろう」と不安になりました。

活動の終盤頃、巡回先の先生の一人が私に、「次にどんな遊び
をしたらいいか」「どんなおもちゃを作ったらいいか」と保育に
ついて一生懸命に質問をしてきたんです。「あなたはもうすぐ帰っ
ちゃうから今のうちに聞いておかないと」と言ってくれました。
活動当初は「子どもと遊びに来た人」として扱われていたのに、
2年たって、私のことを専門的知識を持った人として受け止めて
くれていると感じることができて嬉しかったです。

最高のやりがい

赴任帰国 終盤 序盤

体罰について管轄省庁に訴えた時、同僚たちとの関係が壊れることは覚
悟していましたが、小さなコミュニティなので職場だけでなく任地の飲み
仲間からも「村八分」にされて精神的につらかったです。同僚とはそれまで
仕事中に意見がぶつかっても就業後には仲良く飲みに行っていましたし、
彼らを通じて任地の人たちが私によくしてくれました。関係悪化後も折を
見て園に顔は出しに行き、国民教育・識字省からのフォローもあったこと
で徐 に々関係が戻り、帰国時は送別会を開いてくれるまでになりました。

最大のピンチ

「絵本で繋ぐ、心と心」と名付けたプロジェクトが成功したことです。日
本の元勤務先の同僚や保護者の協力で集めた150冊の絵本にフラン
ス語訳をつけ、13校、1,185名の子どもたちに贈りました。本には贈り主
の写真とその本を選んだ理由を添えて「こんな人がこんな思いで絵本
をくれた」と感じてもらえるようにし、先生たちに読み聞かせの研修を
行ってから渡しました。その後、絵本を通じてオンラインでブルキナ
ファソと日本の子どもたちの交流が実現した時には感激しました。

最高のやりがい

最大のピンチ

巡回先の園で子どもたちと過ごす橋本さん。「ご飯とトイレ、
勉強以外は、子どもたちは何もせず座って待っているだけと
いう保育園が多くて、『いろんな経験をさせてあげよう』と
先生たちに働きかけました」

日本から送られた絵本を手にして喜ぶ子どもたち。
「任地の子どもたちにとって初めて手にする絵本で
す。読み聞かせも聞き入ってくれました」
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ひきつけるアイデアを共有

みんなの教材づくり
＆アクティビティ
海外協力隊OVが派遣国の活動や生活で実践した、

お役立ちアイデアをご紹介します。

　前
号
で
は
白
井
亜
奈
さ
ん
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
ご
み
拾
い
を
楽
し
く
や
っ
て
も
ら
う
た
め

の
パ
ク
パ
ク
君
と
、
ご
み
の
分
解
に
つ
い
て
教

え
る
授
業
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
白
井
さ
ん
か
ら
環
境
に
つ
い
て
学
ん
だ
生

徒
た
ち
が
、
自
分
が
先
生
に
な
っ
て
、
下
級
生

に
環
境
に
つ
い
て
教
え
る
「
み
ん
な
が
先
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
進
め
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

「
普
段
の
生
活
で
子
ど
も
た
ち
に
環
境
を
守
る

行
動
を
し
て
も
ら
う
に
は
、
環
境
に
対
す
る
〝
当

事
者
意
識
〟
を
持
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
分
た
ち
が
教
え
る
立
場
に
な
れ
ば
、
そ

う
し
た
意
識
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

小
さ
い
仕
事
で
も
自
分
の
役
割
に
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
で
、
ご
み
を
正
し
い
方
法
で

捨
て
る
、
と
い
う
小
さ
な
ル
ー
ル
も
大
事
に
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

環
境
を
よ
り
深
く
考
え
る
た
め
の

み
ん
な
が
先
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

白
しら

井
い

亜
あ

奈
な

さん
 （ベリーズ／環境教育／2023年度1次隊・和歌山県出身）

大学生の時、ワークキャンプに参加し、フィリピンのごみ
山を見学。食べていけるから満足だというごみ山の住民
の言葉に、自分の先入観の誤りに気づき、途上国での
活動に興味を持つ。卒業して特別支援学校で2年間、高
校で国語の教員を5年間務める中で、世界を正しく知っ
た上で生徒に関わりたいと休職して協力隊に参加。ベ
リーズの町役場に赴任し、主に学校を巡回して環境教
育を行っている。

今月の先生

みんなが先生プロジェクトで下級生に環境について教える生徒たち

みんなが先生プロジェクトの進め方
「みんなが先生プロジェクト」は、隊員から環境教育を受け
た生徒たちが、総復習をし、自分たちの行動が環境に影響を
与えているという〝当事者意識〟を持ってもらうための授業
で、生徒たちが先生役になり、下級生に環境について教える
もの。授業のテーマは下記の全3コマ。

   1コマ目：隊員がクイズを出題して生徒たちが総復習する
   2コマ目：生徒たちが下級生に教えるための準備をする
   3コマ目：実際に下級生の教室に行って生徒たちが教える

生徒たちに環境に関するクイズを出題して、これまで学ん
だことの総復習を行う。クイズは6項目あり、合わせて20
問くらいの設問を出題する。
白井さんは毎回、授業の導入で日本語を教えていたため、項
目1は日本語に関するクイズになっていて、環境に関する問
題は2～ 6。設問はプロジェクターが使える環境ならばパ
ワーポイントの映写が便利だが、なければ大きめの用紙に印
刷したものや、手描きしたものでもよい。

生徒たちが下級生に教えるための準備をする。
まずはクラスが4～5人ずつのグループに分かれ、環境教
育の6つのテーマ（下記の表を参照）から、各グループ1
つずつ取り組みたいテーマを選ぶ。
次にグループ内で役割分担を決める。必要な担当は、原稿
を作る生徒、ポスターを作る生徒、発表をする生徒、の3種
類で、各1～2人が担当する。各担当の作業は次のとおり。

①原稿を作る生徒は、あらかじめ白井さんが用意した穴
埋め問題入りの原稿に取り組む。空白部分に当てはまる
正解を思い出しながら埋めていき、原稿を完成させる。

②発表担当の生徒は、原稿を基に授業を進める練習をす
る。原稿はそのまま読むのではなく、どうすれば下級生が
楽しみながら授業を受けられるかを相談しながら、クイズ
形式を取り入れるなど考えてもらう。先生役と生徒役に
分かれて練習もしておくと良い。

下級生の教室に行って、各
グループが順番に発表する。
発表担当の生徒が中心と
なって説明し、ポスター担当
の生徒はポスターを持って
発表に合わせて指さしする
などして補助する。
授業にはクイズを取り入れ
ると下級生が楽しめる。出
題する時は、考える時間を与
えてから、わかった子に手を
挙げてもらって当てる。手が
挙がらなかった時は指名し
て答えてもらうようにする。

１  自然環境について知っていますか？
２  〝3R〟とは何でしょうか？
３  私たちは〝3R〟のために何ができる？
４  〝分解〟について知っていますか？
５  〝海洋プラスチックごみ〟について
６  私たちが出したごみはどこに行く？

生徒たちによる下級生への環境教育は大いに盛り上がった

2コマ目の授業では生徒がそれぞれ役割
分担して原稿やポスターなどを作る

白井さんが用意した穴埋め
問題入りの原稿の一部

③ポスターを作る生徒は、教えたい内容をすべて書くと
情報が多過ぎるため、大事だと思う言葉だけを選んで書
くようにする。また、必要に応じてイラストなども描いて、
下級生が見てわかりやすいポスターを作る。

1コマ目 クイズ大会で総復習しよう！

3コマ目 いよいよ下級生に環境教育！

2コマ目 準備をしながら学ぼう！

1  日本語についてのクイズ
2  環境についての基本クイズ
3  〝3R〟についてのクイズ
4  〝分解〟についてのクイズ
5  海洋プラスチックごみについてのクイズ
6  ごみ処理に関するクイズ

総復習クイズの項目例

環境教育の6つのテーマ

〝3R〟って何？

海洋汚染の
主な原因は？

責任をもって自分の
役割に取り組んで
もらうことが大事

埋める言葉がわからない時は
説明を書いた文章を渡して

そこから答えを探してもらいます

１グループの発表が長くなら
ないように時間配分も大事。
発表用の原稿は１分くらい
で読める長さが適切

◀1コマ目授業のクイズ大会での設問の例
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　中
学
生
の
頃
か
ら
体
育
教
諭
に
な
る
こ
と

が
夢
だ
っ
た
浦
田
悠
理
子
さ
ん
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
教
師
を
し
て
い
る
日
本
人
を
テ
レ
ビ
で

見
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
途
上
国
の
教
育
に

携
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
大
学
卒

業
後
に
協
力
隊
に
参
加
し
た
。

「
日
本
の
教
育
現
場
を
経
験
し
て
か
ら
参
加

す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
学
校
以
外
の

世
界
を
知
っ
て
か
ら
教
諭
に
な
っ
た
ほ
う
が

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
、
在
学
中
に
応
募
し
ま
し
た
」

　モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
主
に
小
学
生
の
体
育
の

授
業
を
担
当
し
た
が
、
授
業
は
ほ
ぼ
自
由
時

間
と
い
う
受
け
止
め
ら
れ
方
で
、
浦
田
さ
ん

の
指
示
を
聞
い
て
く
れ
な
い
子
も
い
た
。
先

生
た
ち
か
ら
は「
モ
ン
ゴ
ル
の
子
ど
も
は

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
か
ら
教
え
て
も
無
理
」

と
言
わ
れ
、
積
極
的
な
協
力
姿
勢
は
あ
ま
り

期
待
で
き
な
か
っ
た
。
浦
田
さ
ん
は
、「
子

ど
も
た
ち
は
絶
対
に
で
き
る
、
や
っ
て
い
な

い
だ
け
。
楽
し
い
授
業
を
し
て
、
し
っ
か
り

教
え
れ
ば
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
体
育
に
取
り

組
め
る
」
と
先
生
た
ち
に
言
い
続
け
た
。

　1
年
目
に
運
動
会
を
開
催
す
る
と
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
モ
ン
ゴ
ル
人
の
同
僚
教
員

も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
浦
田
さ
ん
と

一
緒
に
体
育
の
授
業
を
行
い
、
浦
田
さ
ん
か

ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
聞
い
て
く
れ
る
関

係
に
な
っ
た
。

　任
期
中
、
ケ
ガ
で
一
時
帰
国
を
し
た
際
に

は
欧
米
の
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
も
学
ん
だ
。
帰

国
後
は
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研

究
科
に
進
学
。
ス
ポ
ー
ツ
教
育
や
日
本
の
体

育
教
育
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た
い
と
思
っ

た
か
ら
だ
。
2
0
2
1
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
帰
国
隊
員
奨
学
金

事
業
」を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　現
在
、
中
学
校
の
体
育
教
諭
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

協
力
隊
経
験
者
の
中
に
は
国
際
関
係
の
仕
事

に
就
く
人
も
多
く
、
な
ぜ
教
師
を
選
ん
だ
の

か
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
私
一
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
も
小

さ
な
力
で
す
が
、
私
の
経
験
を
聞
く
こ
と
で

国
際
協
力
に
興
味
を
持
つ
子
ど
も
が
増
え
て

い
っ
た
ら
、
そ
れ
は
未
来
に
向
け
て
大
き
な

力
に
な
る
は
ず
で
す
」

　教
育
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
海
外
で
の

経
験
を
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
浦
田
さ
ん
の

や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る
。

協力隊を経験して
体育と国際協力を
より深く学びたいと
大学院へ進学

今月の先輩

浦田悠理子さん    Yuriko Urata

モンゴル／体育／2018年度1次隊・大阪府出身

就職先：大阪市の公立中学校

浦田悠理子さんの略歴：
1994年           大阪府生まれ
2018年  3月　神戸大学卒業
2018年  7月　協力隊員としてモンゴルに赴任
2020年  3月　コロナ禍のため一斉帰国
2020年12月　大阪市の中学校で非常勤講師として勤める
2021年  4月　広島大学大学院入学
2022年  1月　フリースクールで体育を教える
2024年  3月　同大学院修了
2024年  4月　大阪市の教諭として公立中学校で体育を教える

JICA海外協力隊ウェブサイト

「進路開拓支援のご案内」
https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/index.html

▶

ーシュ カツ記
帰国後、内定までの

就職活動の方法を聞きました。

先輩隊員の

　   中学校の非常勤講師など　2020年12月～

大学院進学の前年の20年12月から、大阪市の中学校で体育の非常勤
講師を務めました。大学院入学後もリモート授業を受けながら大阪で
非常勤講師を続け、21年9月に広島に引っ越しました。広島では22年1
月から約1年間、不登校の中高生が通うフリースクールでも体育を中
心に自主勉強をサポート。23年4月に大阪に戻り、再びリモートで授
業を受けながら大阪府の高校で非常勤講師として働きました。大学
院での研究者の立場と現場の教員の立場を行き来できたことは、理
論と実践が体験でき、とても有益なことでした。

2
後輩へメッセージ

帰国後に学校などで講演を行うと、進路について助
言を求められることがありますが、私はいつも、迷っ
た時には自分がワクワクするほう、可能性がより広
がるほうを選んではどうかと伝えています。私自身、
進路に迷った時にはそうしてきました。大切なのは、
決めたのは自分だと腹をくくり、ひたすら頑張るこ
と。頑張った結果、思いどおりにいかずに失敗したと
したら、別の方法を考えればいいのです。やり直しは
いつでもできます。

Text＝油科真弓　写真提供＝浦田悠理子さん※「 JICA海外協力隊帰国隊員奨学金事業」については、本誌5ページに詳しい内容が掲載されています。

現在の仕事
大阪市の中学校で、週に18時間、保健体育を担当して
います。生徒たちに体育を嫌いになってほしくないので、
授業では楽しいと思える体験、仲間と関わり合う機会
をつくることを意識しています。運動能力は人それぞれ
違うため、例えば50メートル走であれば、タイムではな
くスタートや走り方が正しくできているか、倒立であれ
ば、補助倒立、壁倒立など、それぞれのレベルに合わせ
て達成度を評価し、各自が達成感を得られることを大
切にしています。また保健の授業では、日本とアフリカ
の平均寿命から医療を考えるなど、国際関係を絡める
工夫もしています。

　   協力隊時代　2018年7月～20年3月

生徒数約1,800人の小中高一貫の学校に体育隊員として配属され、主
に小学生と中学生、特別支援学級の生徒の授業を担当しました。しか
し、体育の授業は自由時間のようなもので、教員はそれを放置している
という状況で、私が赴任すると、教員は私に任せて授業に出てこないこ
ともしばしばでした。そこで、運動会を開催するという目標を立て、それ
に向けて運動会の種目を取り入れながら授業を進めました。協調性を
育むため、種目には二人三脚、ボール運び、台風の目など、2人以上で行
う競技を選びました。運動会の後に同僚の教員にアンケートを取った
ところ、「子どもたちに成長を感じた」という回答があり、その後は同僚
の体育教員も積極的に関わってくれるようになりました。2年目は同僚
に運動会の種目を考えてもらおうと計画していたのですが、コロナ禍に
より緊急帰国となってしまったのが残念です。

1

浦田さんは子ども
たちが楽しみなが
ら運動ができるよ
うに授業を工夫し
た。モンゴルでは寒
気のため1年の半
分ほどは外に出ず
体育館で体育の授
業を行う

大学院で行った研究成果をマレーシアでの国際学会にて、英語のポスター発表で
報告した浦田さん。「さまざまな国の人たちと交流して楽しく過ごしました」

　   大阪市教員採用選考テスト最終面接
　   2023年8月
面接では、協力隊、非常勤講師、大学院、フリースクールのスタッフと経
験した中で、一番印象的なことは何かを聞かれました。特にフリース
クールでの経験に関心があったようで、不登校の子どもへの指導方
法を聞かれました。私は学校がすべてと思っていないので、その子が
居場所を見つけられるように手伝いたいと答えたと記憶しています。

5

　   大阪市教員採用選考テスト受験
　   2021年7月
大阪市の教員採用テストを受けました。大学院に在籍しながら受験
をしたのは、講師をしている間は1次の筆記が免除され、採用試験に
合格して大学院に進学した場合は、2年以内であれば次の採用試験
は1次の筆記と2次の筆記・実技が免除になり、2次の面接のみでよ
いという大阪市の特例があったためです。

4 

　   広島大学大学院に進学　2021年4月

帰国後に日本の体育教育を学び深めたい気持ちが高まりました。同
時に、体育教諭の経験を生かして、将来は国際機関で活躍したいと
いう夢もあり、体育教育と国際協力の両方を学べる広島大学大学院
へ 21 年 4 月に進学しました。担当教授は協力隊の技術補完研修で
教わった齊藤一彦先生で、スポーツ教育学とスポーツ国際開発学を
研究されています。入学後に「JICA 海外協力隊帰国隊員奨学金事
業」（※）を知り、給付を受けられたので金銭面で助かりました。

3

2023年10月　合格通知

　   大学院を卒業　2024年3月

大学院では、日本の体育教育やコーチングの仕方、スポーツの持つ
可能性について深く考えることができました。学会発表や論文投稿、
海外調査などさまざまな経験ができたことで、論理的思考力や批判
的思考力、資料を簡潔にまとめる力がつきました。なによりも広く人
脈ができたことが大きな財産となりました。

6



音楽が社会に与える影響を信じて
瀬戸内海の島から世界とつながり、社会に貢献する
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●❷

●❶
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私
が
愛
す
る
音
楽
と
音
楽
家
た
ち
を
い
ろ

い
ろ
な
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
今

ま
で
と
は
異
な
る
視
点
を
持
つ
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
い
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
―
―
。
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
結
ぶ

し
ま
な
み
海
道
が
通
る
愛
媛
県
今
治
市
の
大

三
島
で
、
地
道
か
つ
壮
大
な
構
想
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、「
し
ま
な
み
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
」
を
設

立
し
た
吉
田
佳
代
さ
ん
。
そ
の
原
点
に
は
、

協
力
隊
で
の
体
験
が
あ
る
。

 

「
派
遣
前
訓
練
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
同
期
隊
員
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
、
任
地
で
は
厳
し
い
状
況
を
一
緒
に
乗

り
越
え
た
り
し
て
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
音
楽
に
ど
っ
ぷ
り
浸
っ
て
生
き
て
き

た
私
が
、
他
の
専
門
分
野
や
興
味
関
心
を
持

つ
人
た
ち
と
親
し
く
接
し
て
共
に
何
か
に
取

り
組
む
楽
し
さ
を
知
っ
た
の
で
す
」

　
東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
吉
田
さ
ん
は
音
楽

大
学
で
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
学
び
、
ジ
ャ
ズ
に

感
銘
を
受
け
て
渡
米
。
十
数
年
間
ア
メ
リ
カ

で
音
楽
関
係
の
仕
事
を
続
け
た
後
、
協
力
隊

に
応
募
し
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
赴
任
し
た
。

「
イ
ス
ラ
ム
圏
に
住
む
の
は
初
め
て
で
、
女
性

蔑
視
や
外
国
人
嫌
い
の
方
の
存
在
に
直
面
し

た
一
方
、
温
か
い
人
情
に
も
触
れ
ま
し
た
」

　
吉
田
さ
ん
は
文
化
省
付
属
の
音
楽
・
ダ
ン

ス
学
院
で
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
齢

層
に
ピ
ア
ノ
を
教
え
た
。
成
果
と
や
り
が
い

を
感
じ
て
帰
国
し
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
再
度
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
活
動
す
る

予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
情
勢
不
安
の
た
め

要
請
自
体
が
白
紙
に
な
っ
て
し
ま
う
。

り
住
ん
だ
。「
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
よ
う
に
海
の
風

を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
い
い
な
と
思
っ
て

選
び
ま
し
た
。
地
元
の
人
た
ち
も
優
し
く
面

倒
を
見
て
く
れ
て
暮
ら
し
や
す
く
、
今
は

80
万
円
で
広
い
古
民
家
を
買
っ
て
住
ん
で
い

ま
す
。
周
囲
に
家
が
な
い
の
で
自
宅
で
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
も
で
き
ま
す
」。

　
自
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
音
楽
教
室
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
キ
ン
グ
」
の
講
師
や
瀬
戸
内
海
各
地
で

の
演
奏
活
動
な
ど
で
生
計
を
立
て
る
一
方
、

今
ま
で
の
学
び
の
実
践
の
場
と
し
て
し
ま
な

み
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
。
地
域
で
ア
ー

ト
や
異
文
化
理
解
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
時
代
の

同
窓
生
で
あ
る
音
楽
家
と
共
同
で
ジ
ン
バ
ブ

エ
の
音
楽
教
育
を
支
援
す
る
な
ど
、
国
際
協

力
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
活
動
に
は
音
楽
だ
け
で
な
く
環
境
教

「
代
わ
り
の
派
遣
国
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が

ジ
ャ
マ
イ
カ
で
す
。
経
済
的
に
は
厳
し
い
小

国
で
す
が
、
レ
ゲ
エ
で
世
界
中
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
国
を
内
側
か
ら
見
ら

れ
る
こ
と
に
強
く
引
か
れ
ま
し
た
」

　
今
度
の
配
属
先
は
現
地
の
音
楽
大
学
。
す

で
に
プ
ロ
の
レ
ゲ
エ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
よ
う
な
人
が
学
位
取
得
を

目
指
し
て
通
っ
て
お
り
、
意
見
の
違
い
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
衝
突
も
経
験
し
た
。

 

「
私
が
音
楽
の
基
礎
や
体
系
的
知
識
を
教
え

る
と
『
あ
な
た
は
私
た
ち
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を

殺
そ
う
と
し
て
い
る
』
と
言
わ
れ
、
技
術
の

必
要
性
を
言
い
返
し
た
り
す
る
日
々
で
し
た
。

実
際
、
レ
ゲ
エ
は
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
て
、

世
界
基
準
の
技
術
や
知
識
が
な
け
れ
ば
、
そ

の
業
界
の
中
で
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
」

　
音
楽
が
生
活
そ
の
も
の
の
よ
う
な
国
で
の

熱
い
日
々
が
気
に
入
り
、
任
期
を
延
長
し
て

３
年
間
過
ご
し
た
吉
田
さ
ん
。
計
５
年
間
の

協
力
隊
経
験
で
物
事
の
見
方
が
大
き
く
変
わ

っ
た
と
振
り
返
る
。

 

「
上
か
ら
目
線
で
演
奏
法
を
教
え
れ
ば
い
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
的
な
背
景
を

含
め
て
広
い
視
点
で
相
手
を
理
解
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
音
楽
が
果
た
す

社
会
で
の
役
割
な
ど
、
私
の
音
楽
へ
の
認
識

に
深
み
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
」

　
ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
の
帰
国
後
、
吉
田
さ
ん

は
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
に
留
学
し
、
音
楽
開

発
学
の
修
士
号
を
取
得
し
て
日
本
へ
戻
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
い
た
た
め
、
一

時
避
難
の
つ
も
り
で
東
京
か
ら
大
三
島
に
移

育
や
農
業
な
ど
各
種
分
野
の
人
が
参
加
し
て

い
る
の
も
特
色
で
、
例
え
ば
、
島
の
問
題
で

あ
る
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害
に
つ
い
て
、
研
究
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
生
態
調
査
を
報
告
す
る
市

民
交
流
会
な
ど
も
企
画
し
て
い
る
。
吉
田
さ

ん
が
隊
員
時
代
に
得
た
「
専
門
分
野
の
垣
根

を
越
え
て
協
力
す
る
」
経
験
が
生
き
て
い
る
。

 

「
２
０
２
４
年
１
月
に
は
、
イ
ン
ド
の
ス
ラ

ム
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
を
教
え
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
会
を
開
き
ま

し
た
。
現
代
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
に
関
す
る

研
究
者
に
よ
る
講
義
つ
き
で
す
。
一
過
性
の

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
の
で
は
な
く
、
学
び
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」

　
音
楽
を
起
点
に
世
界
各
地
で
活
躍
し
て
き

た
吉
田
さ
ん
。
今
、
日
本
の
地
方
で
あ
る
大

三
島
か
ら
海
外
と
つ
な
が
り
、
そ
の
経
験
と

能
力
を
社
会
に
還
元
し
て
い
る
。

Text＝大宮冬洋　写真提供＝吉田佳代さん

学生時代にインドで1カ月間過ごす機会があり
ました。現地の音楽にどっぷり浸り、西洋以外
の民族音楽に目覚めました

アメリカに長く住んでいて世界を見ているような
気がしていましたが、大きく文化の異なるチュニ
ジアに住んでそれは間違いだったと知りました

音楽は、日本では単なる娯楽やBGMとして扱
われがちですが、生活環境が厳しい社会ほど
その存在は重要です。人々に希望を与え、時に
は世の中を変える原動力となるのです

アートを切り口にして地方活性化、環境保全、
国際貢献、国際交流・異文化理解促進を目指
すNPOです。世界中の人々が共存できる生き方
を模索しています

ジャズの起源はニューオーリンズの黒人奴隷た
ちの音楽で、それが多様な文化を取り込みなが
ら発展しています。特に洗練された即興演奏の
方法と技術に興味を持ちました

吉田佳代さん    Kayo Yoshida

チュニジア／音楽／2012 年度 2 次隊、
SV／ジャマイカ／音楽／ 2015 年度 2 次隊・東京都出身

▶ 音楽やアートを切り口に
NPOを設立・運営

派 遣 か ら
始 ま る
未 来
進学、非営利団体入職や
起業の道を選んだ先輩隊員

吉田さんの歩み

❶ ジャマイカ派遣時代、キーボードのグループレッス
　ンをする吉田さん
❷ 大三島で実施したイベント「しまなみアートファーム
　アフリカとのきずな編」の様子
❸ しまなみアートファームの活動でジンバブエに中古
　の鍵盤ハーモニカを届け、国立大学の音楽科で研
　修を実施。今年11月にも第4弾の寄贈を行う予定

●❸

1972年、東京都品川区生まれ。昭和音楽大学
器楽学科ピアノ音楽コース入学。

1999年、アメリカ・ボストンのバークリー音楽
大学演奏学科に入学。ジャズや作曲、編曲を
学ぶ。

2015年、シニア海外ボランティアとして、ジャ
マイカのエドナマンレー芸術大学音楽学部に
配属。

2019年、ロンドン大学東洋アフリカ研究学院
音楽学部の音楽学科修士課程に入学。20年に
修士号を取得。

2021年、大三島にてしまなみNPO法人アート
ファームを設立。

2003年、ボストンからロサンゼルスに拠点を移
し、10年間ピアノ演奏活動とピアノ教室運営を
行う。

2012年、協力隊員としてチュニジアに赴任。



「世界の笑顔のために」プログラムの物品提供者を
募っています！

「世界の笑顔のために」プログラムの参加申し込みを、9月2日～10月2日
に行います。本プログラムは、開発途上国で必要とされている、スポーツ、
日本文化、教育、福祉などの関連物品を日本国内の一般の方からご提供
いただき、JICA海外協力隊や在外事務所を通じて、現地の人々へ届ける
プログラムです。寄贈品が各国に届くと、現地の人々から物品提供者へお
礼状が送られます。お礼状を通じて、世界を知り、世界の笑顔が身近に感
じられるプログラムになります。
昨年度は、個人や団体から、スポーツ用品や教材、楽器、玩具、福祉関連用

品などさまざまな物をご寄贈いた
だき、世界40カ国の希望者の元へ
届けることができました。今年度
も多くの方にご参加いただけるよ
う、ぜひお知り合いの方にもお声
がけください。
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INFORMATION
J ICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ

編集後記
「いま、読みたい電子書籍」は今号で終了となり
ます。最終回では、パラグアイOVで開発人類
学などがご専門の藤掛洋子先生にお薦め本を
伺いました。途上国の生活を引き合いにポスト
資本主義の在り方が論じられており、現地にいる
時こそ読みたい一冊です。	 （飯渕一樹）

「教材づくり＆アクティビティ」では2回にわたっ
てベリーズの白井亜奈さんから環境教育の手法
をご紹介いただきました。子どもたちのごみへの
理解を深め、さらに環境を守る当事者としての意
識も持ってもらう活動に、教育者としての真摯な
姿勢を感じました。	 （阿部純一）

編集・発行：独立行政法人国際協力機構
青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1竹橋合同ビル

制作協力：一般社団法人協力隊を育てる会 『クロスロード』編集室
〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-28-7昇龍館ビル2階
ロゴタイプデザイン・誌面デザイン：(株)AND
印刷・製本：弘報印刷（株）　校正：佐藤智也

 『クロスロード』 は、
JICA海外協力隊のウェブサイト
でも公開しています。
https://www.jica.go.jp/volunteer/
outline/publication/pamphlet/
crossroad/index.html

今号の『クロスロード』はいかがでしたか。ぜひご意見やご感想
を編集室のメールにお寄せください。「こんな記事があれば派遣
先で役立つのに」「こんな記事なら読みたい」と
いったご要望やアイデアも随時募集しています。

『クロスロード』編集室
crossroads@sojocv.or.jp

 本誌へのご意見・ご感想をお聞かせください。
 アイデアも大募集中です。

●本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。　●本誌に掲載されている記事等の内容は、協力隊員（OV含む）の個人的見解であり、JICAの公式見解を示すものではありません。
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青年海外協力隊事務局Instagramフォロワー
１万人突破！
青年海外協力隊事務局の公式Instagram開設から１年、フォロワー数が
ついに1万人を達成しました！募集や派遣に関する情報、それに伴う協力
隊Q＆A、派遣国の現役隊員と事務局をつないで活動を紹介するインスタ
ライブ、帰国後も活躍されているOVの動画などなど、JICA海外協力隊
ならではのコンテンツが盛りだくさんです！現役隊員の方はもちろん、OV、

協力隊参加希望者、海外に興味のある方
など、どなたでも楽しんでいただける内容
となっています。
今後も、JICA海外協力隊の魅力や活動の
様子を伝えるコンテンツを目指していき
ます！フォローされていない方はぜひフォ
ローをお願いいたします。

▶

PROGRAM MEDIA

https://www.jica.go.jp/
activities/schemes/partner/
smile/index.html

7月27日にJICA BLUE起業伴走プログラムの卒業発表会が開催され、選抜された24組がビ
ジネスプランを発表しました。本プログラムは、協力隊出身者が、ビジネスのプロたちとのブラッ
シュアップ会や仲間との討議、第一線で活躍する起業家による起業講座などを通して、社会課題
解決に取り組むビジネスプランを完成させる3カ月間の起業伴走プログラムです。プログラムを
終了したメンバーは、今後、起業準備・事業拡大へ向けて羽ばたいていくこととなります。
BLUEのスタートアップハブ（SHIBUYA QWS内）は7月15日に提供を終了しましたが、約4カ
月間にわたり、80件以上の起業相談や、数多くのOVの交流の場として利用され、中には、同様
の取り組みをしていたOVの方々がスタートアップハブで出会って建設的な意見交換がなされた
事例もありました。今後もBLUEではOV向けのイベントを複数予定しています。詳細は左のリ
ンクよりご覧ください。

REPORT

第1期 JICA BLUE起業伴走プログラム卒業発表会を開催

    https://blue.jica.go.jp/ 

企業伴走プログラムの中間合宿に臨んだメンバーたち

▶



Illustration＝牧野良幸　Edit＆Text=ホシカワミナコ

　
セ
ネ
ガ
ル
の
任
地
・
リ
ン
ゲ
ー
ル
で
は
、

金
曜
日
に
家
畜
市
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
く
、住
民
は
ラ
マ
ダ
ン

明
け
に
は
ヤ
ギ
を
、犠
牲
祭
の
時
に
は
羊
を

さ
ば
い
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
羊
よ
り
値
段
が
安
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

任
地
の
隊
員
間
で
１
人
１
匹
、ヤ
ギ
を
飼
う

の
が
は
や
っ
て
い
ま
し
た
。「
時
が
来
た
ら

皆
で
食
べ
れ
ば
い
い
か
」と
、僕
も
軽
い
気

持
ち
で
メ
ス
ヤ
ギ
を
１
匹
購
入
。
名
前
は

「
キ
ャ
メ
ロ
ン
」。当
時
の
僕
の
あ
だ
名
「
エ

ド
ウ
ィ
ン
」
と
相
性
が
良
さ
そ
う
と
思
っ

て
、な
ん
と
な
く
つ
け
ま
し
た
。

　
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
人
見
知
り
が
激
し
い
ヤ

ギ
で
、最
初
は
お
び
え
て
い
て
慣
れ
る
ま
で

セ
ネ
ガ
ル
で
食
用
に

ヤ
ギ
を
飼
い
ま
し
た
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２
～
３
カ
月
か
か
り
ま
し
た
が
、そ
の
う
ち

餌
を
あ
げ
る
と
、僕
の
手
ま
で
な
め
回
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
家
の
中
で
飼
う
隊
員

も
い
ま
し
た
が
、僕
は
庭
で
飼
い
、外
出
す

る
日
中
は
家
の
外
に
放
牧
し
て
い
ま
し
た
。

夕
方
に
は
ち
ゃ
ん
と
家
の
柵
の
前
で
待
っ

て
い
る
、賢
い
子
で
し
た
。

 

「
か
わ
い
過
ぎ
て
と
て
も
食
べ
ら
れ
な
い

よ
‼
」と
思
い
始
め
た
矢
先
、キ
ャ
メ
ロ
ン

が
妊
娠
し
、「
の
ん
ち
ゃ
ん
」を
産
み
ま
し

た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
は
真
逆
の
お
て
ん
ば

娘
に
育
っ
た
の
ん
ち
ゃ
ん
は
、翌
年
「
ア
ラ

ム
」
を
産
み
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
「
マ
サ
シ
」

を
産
み
ま
し
た
。ア
ラ
ム
は
人
懐
っ
こ
く
、

マ
サ
シ
は
ち
ょ
っ
と
や
ん
ち
ゃ
で
し
た
。

　
隊
員
集
会
な
ど
で
家
を
数
日
空
け
る
時

に
は
柵
を
閉
め
、庭
に
日
数
分
の
餌
や
水
を

用
意
し
た
の
で
す
が
、帰
宅
す
る
と
、ど
の

子
も
ぐ
っ
た
り
。
ど
う
や
ら
ヤ
ギ
た
ち
は

僕
の
予
定
な
ど
知
る
由
も
な
く
、初
日
で
餌

を
食
べ
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
結
果
、
２
年
間
で
ヤ
ギ
４
匹
！
餌
代
は

か
さ
み
続
け
ま
し
た
が
、ど
の
子
も
か
わ
い

く
て
食
べ
る
こ
と
な
ど
で
き
ず
、後
輩
隊
員

に
引
き
継
い
で
帰
国
し
ま
し
た
。

石い
し
か
わ川 

洸こ
う

さ
ん　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
佐
賀

セ
ネ
ガ
ル
／
村
落
開
発
普
及
員
／
２
０
１
３
年
度
１

次
隊
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
／
２
０
１
５
年
度
９
次
隊
・

新
潟
県
出
身

切らずに出来上がったら取り除いてください。ト
ルティーヤはエスカベーチェにつけて食べます。
ベリーズでは、とうもろこし粉で作ったものか、
小麦粉で作ったものかを選べる店が多かったで
す。トルティーヤと一緒に食べることで、酸っぱ
さが少し緩和されます。好みのトルティーヤで
試してみてください。

■アドバイス

❶ 鶏肉に塩、コショウをして鍋に油を引いて焼く
❷ ①の鍋に水800mlとスパイス、チキンコンソメ、
ニンニクを入れて煮る
❸ 鶏肉に火が通ったら、８mm 程度に厚めに輪切
りした玉ねぎと酢 100ml、（あればハラペーニョ）
を入れて沸騰させる
❹ ③を皿に盛る。トルティーヤを四等分くらい
にカットし、別皿に盛る

鶏肉（手羽元など
　  　骨つきのほうがおいしい） ……… 250ｇ

塩 ……………………………… 小さじ1/2程度
コショウ ……………………… 小さじ1/2程度
油 ……………………………………………適量
水 …………………………………………800ml
チキンコンソメ（キューブ）………………… ２個
ニンニク ………………………………… 2カケ

（あれば）ハラペーニョ …………………… １本

●材料（2人分） ●レシピ

エスカベーチェは酢を使った酸っぱいスープで
す。本格的に作ると一度鶏肉をグリルしたりす
る必要があるので、鍋一つで簡単に作れるレシ
ピにしました。
材料は最低限、鶏肉と玉ねぎと酢があれば完成
する料理なので、スパイス類は任地で手に入る
好みのもので構わないと思いますし、量もお好

ベリーズの人たちは外食時にいろいろなスープをよく食
べます。僕が一番好きだったのは、写真の「チモーレ」
という黒いスープです。ベリーズにしかないペースト状
の調味料「ブラックリカド」とさまざまなスパイス、チ
キン、野菜、ゆで卵を煮込んだスープです。味はスープ
カレーに似て少しスパイシーで、いろいろな食材を煮
込んでいるためコクがあります。ご飯やトルティーヤと
共に食べていました。

みで調整してください。オールスパイスとクロー
ブは粉を使用しましたが、スープを濁らせたくな
ければ、ホールがいいと思います。
ポイントは、③で玉ねぎを最後に入れることで
す。透明になるかならないかくらいで、くたっと
させずにシャキシャキ感を残してください。ニン
ニクは香りづけなので、食べたくない人は細かく

玉ねぎ ……………………………… 中２～３個
酢 ………………………………………… 100ml
トルティーヤ（やわらかいタイプ）…… １～２枚
〔スパイス〕
オールスパイス（粉） ……………… ５振り程度
オレガノ …………………………… ５振り程度
クローブ（粉）……………………… ５振り程度
クミン ……………………………… ５振り程度

（あれば）シナモン …………………… 好みの量

まっ黒いスープも名物
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任
地の
食生活に彩りを

！

山
やま

﨑
ざき

悠
ゆう

賀
が

さん
ベリーズ／小学校教育／2014年度2次隊・東京都出身

大学卒業後、３年間私立高校で英語を教えた後、ワーキング
ホリデーでカナダへ。飲食店で働きながら、ボランティアで現
地の日本人の子どもたちへの読み書きサポートを行う。帰国後
に協力隊に参加し、ベリーズへ。高校まで吹奏楽でトロンボー
ンを担当し、趣味でピアノを弾いていた経験から、ベリーズで
は小学校で音楽と英語を教えた。現在は都立高校の英語教
師。趣味はベランダ菜園で、将来的に就農も視野に入れている。

レシピ・写真提供＝山﨑悠賀さん　Text&Edit・再現料理＝ホシカワミナコ　Photo（再現料理）= 干川 修

教える人

今月の料理

 F r o m   B e l i z e

夏バ テも吹き飛 ば す、
酸 っぱ いスープ

エスカベーチェ



写真提供=中村光多さん　Text=飯渕一樹（本誌）

私の派遣国生活
公開！

ザンビア

中
なか

村
むら

光
こう

多
た

さん
（野菜栽培／2023 年度 1次隊・北海道出身）

活動の様子

食べ物

一戸建ての職員宿舎に一人で住んでいます。間取りは３LDKで、取った種
を広げて乾かすためだけの部屋をもうけるなど、日本では考えられないよ
うな贅沢なスペースの使い方をしています。南半球のザンビアでは日光が
北から差すのですが、建物の北側に窓がなく日差しが室内に入りにくい構
造になっているため昼間でも室内は涼しく感じます。家ではお湯と電気が
使えますが、不安定なので、停電時に冷蔵庫を冷やすための氷を冷凍庫
で作っておくなどの工夫をしています。

任地には食堂などがなく、もっぱら自炊しています。ザンビアではトウモロ
コシの粉をお湯と混ぜて作るシマが主食としてよく食べられていて、ルサ
カのスーパーでは日本米に近い食感のザンビア産の米も買うことができ
ます。中華食材店で日本の食材も買えますが、輸入品は高く、例えば3パッ
ク1セットの納豆が1,400円ほどです。任地にある露店ではサモサや揚げ
パンなどが売られており、1個10円ほどで買うことができます。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

暮らしている市、町、村

❶昼休みに帰宅した時にくつろいだりする愛用のリクライニングチェア。ベッドに蚊帳は必須
❷室内で種子を乾かしている様子

●❶●❷

配属先のカシシ農業研修センターは、農業関係者に有機農業の技術を
指導する施設です。私は温室で種子用に野菜を栽培し、育てた野菜を
使って職員や学生に種の取り方を指導しています。任地ではカボチャや
オクラなどの野菜も実ではなく葉を食べるので、いい実をつけるために大
きく育てる必要がなく、日本と比べて狭い間隔で栽培されていたりする
ので、最初は驚きました。温室で、実を育てて種を取るために野菜同士の
間隔をよく空けて余分な枝も切る栽培法を実践してきたところ、最近で
は現地の人たちも興味を持って見に来てくれています。

活動で使用している温室。長らく使用されてお
らず土が乾燥して固まっていたため、水や有機
質で土壌改良するところから始めた

2024年
9月
号

❶村の中心部にあるパン店
❷買い物できる店はごくわずか

●❶

●❷

私の住んでいるカシシは、首都ルサカ
近郊にある農村です。村には小さなお
店や露店があるものの、買えるものが
限られているため、２週間に1度くらい
ルサカ市内に買い出しに行っています。
ルサカにはショッピングモールやレスト
ラン、スポーツ施設などがあるので、あ
まり生活に不自由はしていません。
ルサカと比べると不便に思うこともあり
ますが、朗らかな人が多くて静かで、落
ち着くことのできるお気に入りの村で
す。
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100-0004 東
京

都
千

代
田

区
大

手
町

1-4-1 竹
橋

合
同

ビ
ル

住まい

❶中村さんが自炊で作った食事。
ビーツで着色したシマを添えた
❷任地で売られているサモサ（肉や
野菜を小麦粉の生地で包んで揚げ
た食べ物）・揚げパンなどの軽食類

●❶

●❷


